Notes on Syôyô Ikô by 二宮 俊博
一
一
　椙山女学園大学研究論集　第 35号（人文科学篇）2004
　
前
稿
��
逍
遙
遺
稿
�
札
記
�
�
シ
ル
レ
ル
と
シ
�
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
こ
と
及
び
張
滋
墓
に
つ
い
て
���
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
�
第
三
十
三
号
人
文
科
学
篇
�
二
〇
〇
二
年
三
月
�
に
於
い
て
��
逍
遙
遺
稿
�
に
序
文
を
寄
せ
た
文
科
大
学
漢
学
科
の
支
那
語
講
師
�
張
滋
墓
�
一
八
三
九
�
一
九
〇
〇
�
の
こ
と
を
取
り
上
げ
�
清
国
漫
遊
中
の
副
島
種
臣
と
の
出
会
い
と
そ
れ
に
続
く
明
治
十
二
年
�
一
八
七
九
�
の
来
日
か
ら
三
十
二
年
�
一
八
九
九
�
七
月
に
帰
国
し
翌
年
十
一
月
上
海
で
客
死
す
る
に
至
る
間
の
事
跡
の
一
端
を
探
�
た
が
�
そ
の
後
�
幾
つ
か
の
資
料
に
そ
の
名
を
見
い
出
し
た
�
断
片
的
で
脈
絡
の
な
い
心
覚
え
の
メ
モ
書
き
な
が
ら
�
と
り
あ
え
ず
今
回
�
知
り
得
た
こ
と
を
以
下
に
記
し
て
お
き
た
い
�
�
新
文
詩
�
　
明
治
十
三
年
�
一
八
八
〇
�
三
月
�
森
春
濤
�
当
時
六
十
二
歳
�
が
主
宰
す
る
漢
詩
雑
誌
�
新
文
詩
�
第
六
十
集
に
�
川
田
甕
江
�
五
十
歳
�
の
�
清
客
張
滋
墓
に
訪
は
る
�
賦
し
て
贈
る
�
と
題
さ
れ
た
一
首
と
そ
れ
に
次
韻
し
た
張
滋
墓
�
長
三
洲
�
四
十
七
歳
��
中
村
敬
宇
�
四
十
八
歳
�
の
諸
作
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
�
　
　
　
清
客
張
滋
墓
見
訪
賦
贈　
　
甕
江
漁
史
剛
　
　
汎
交
来
往
厭
紛
紛　
　
汎
交
来
往　
紛
紛
を
厭
ふ
　
　
海
外
知
音
喜
値
君　
　
海
外
の
知
音　
君
に
値あ
ふ
を
喜
ぶ
　
　
頼
有
毛
錐
代
唇
舌　
　
頼
さ
い
は
ひ
に
毛
錐
の
唇
舌
に
代
は
る
有
り
　
　
一
樽
相
對
細
論
文　
　
一
樽
相
対
し
て
細
か
に
文
を
論
ぜ
ん
　
　
�
毛
錐
�
は
�
筆
の
こ
と
�
結
句
は
�
杜
甫
の
�
春
日
李
白
を
憶
ふ
�
詩
の
�
何
い
づ
れ
の
時
か
一
樽
の
酒
�
重
ね
て
与とも
に
細
か
に
文
を
論
ぜ
ん
�
に
基
づ
く
�
　
　
　
次
韵　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
墓
張
滋
墓
　
　
玉
堂
艸
詔
事
紛
紛　
　
玉
堂
詔
を
草
す
事
紛
紛
　
　
巨
筆
如
椽
却
羨
君　
　
巨
筆
椽
た
る
き
の
如
く
却
�
て
君
を
羨
む
　
　
幾
巻
才
人
詩
讀
罷　
　
幾
巻
才
人
の
詩
を
読
み
罷をは
り
　
　
始
知
滄
海
有
奇
文　
　
始
め
て
知
る
滄
海
に
奇
文
有
る
を
　
　
�
玉
堂
�
は
�
漢
代
�
詔
の
下
る
の
を
待
つ
者
が
待
機
し
た
官
署
��
巨
筆
�
は
�
堂
々
と
し
た
り
�
ぱ
な
文
章
�
東
晋
の
王
檣
は
夢
の
中
で
椽
の
よ
う
な
大
き
な
�
逍
遙
遺
稿
�
札
記
�
�
張
滋
日方
補
遺
�
�
二　
　
宮　
　
俊　
　
博　＊
二　宮　俊　博
一
二
筆
を
授
け
ら
れ
�
天
子
が
崩
御
し
た
と
き
�
哀
冊
文
を
草
し
た
と
い
う
��
晋
書
�
王
檣
伝
���
滄
海
�
は
�
東
海
の
意
で
�
わ
が
国
を
指
す
�
　
　
　
次
韵　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
洲
旄
客
掟
　
　
不
關
中
外
事
紛
紛　
　
中
外
事
紛
紛
た
る
に
関
せ
ず
　
　
半
日
清
閒
喜
値
君　
　
半
日
の
清
閑　
君
に
値
ふ
を
喜
ぶ
　
　
何
問
東
西
言
語
異　
　
何
ぞ
問
は
ん
東
西
言
語
異
な
る
を
　
　
心
心
相
印
是
同
文　
　
心
心
相
印
す
是
れ
同
文
　
　
�
心
心
相
印
�
は
�
禅
語
で
�
言
わ
ず
語
ら
ず
し
て
心
が
互
い
に
ぴ
�
た
り
合
う
こ
と
�
　
　
　
次
韵　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
宇
主
人
正
直
　
　
勿
嫌
詩
極
醉
紛
紛　
　
嫌
ふ
勿
れ
詩
極
醉
紛
紛
た
る
を
　
　
今
日
上
賓
原
屬
君　
　
今
日
の
上
賓　
原も
と
君
に
属
す
　
　
畢
竟
二
邦
兄
弟
似　
　
畢
竟
二
邦
兄
弟
の
ご
と
似
た
り
　
　
絆
談
不
用
事
儀
文　
　
款
談
用
ひ
ず
儀
文
を
事
と
す
る
を
　
春
濤
が
�
応
酬
の
作
は
�
名
手
と
雖
も
一
卒
字
を
免
れ
ず
�
姑
し
ば
ら
く
一
時
の
佳
話
を
記
す
の
み
�
と
評
す
る
ご
と
く
�
い
ず
れ
も
そ
れ
自
体
は
格
別
言
う
程
の
こ
と
も
な
い
内
容
の
詩
で
あ
�
て
�
そ
の
せ
い
か
明
治
四
十
二
年
�
一
九
〇
九
�
刊
の
�
三
洲
居
士
集
�
や
大
正
十
五
年
�
一
九
二
六
�
刊
の
�
敬
宇
詩
集
�
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
�
甕
江
の
文
集
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
�
が
�
修
史
館
一
等
編
集
官
・
学
士
院
会
員
の
川
田
甕
江
の
も
と
に
刺
を
通
じ
�
陪
席
し
た
元
編
集
官
の
長
三
洲
や
学
士
院
会
員
の
中
村
敬
宇
ら
と
応
酬
唱
和
し
�
さ
ら
に
そ
れ
が
当
時
の
有
力
な
漢
詩
雑
誌
の
一
つ
で
あ
る
�
新
文
詩
�
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
�
何
ら
官
銜
を
持
た
ぬ
一
介
の
布
衣
に
過
ぎ
ず
�
ま
だ
東
京
に
や
�
て
来
て
さ
ほ
ど
間
も
な
い
張
滋
墓
に
と
�
て
は
�
漢
詩
壇
や
文
界
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
一
つ
の
契
機
と
な
�
た
こ
と
で
あ
ろ
う
�
お
そ
ら
く
甕
江
に
も
そ
う
し
た
紹
介
の
意
図
が
あ
�
て
��
新
文
詩
�
上
に
唱
和
の
作
を
披
露
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
�
も
�
と
も
�
そ
れ
に
張
滋
墓
の
名
が
見
え
る
の
は
�
こ
の
一
回
き
り
で
�
そ
の
後
�
ど
う
や
ら
積
極
的
に
自
ら
関
わ
り
を
求
め
た
り
�
ま
た
求
め
ら
れ
た
り
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
�
�
會
餘
録
�
　
明
治
十
六
年
�
一
八
八
三
�
一
月
に
興
亜
会
は
亜
細
亜
協
会
と
改
称
さ
れ
�
二
十
一
年
�
一
八
八
八
�
八
月
��
會
餘
録
�
が
発
行
さ
れ
た
�
こ
れ
は
漢
文
で
記
し
た
�
亜
細
亜
各
国
の
古
今
の
逸
事
遺
聞
�
民
情
風
俗
�
や
会
員
の
�
詩
文
雑
説
�
を
輯
録
紹
介
し
た
史
料
集
で
�
仁
礼
敬
之
が
編
集
に
あ
た
り
�
二
十
六
年
�
一
八
九
三
�
三
月
の
第
十
五
集
ま
で
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
�
そ
れ
以
後
は
日
清
戦
争
の
た
め
続
刊
さ
れ
な
か
�
た
と
云
わ
れ
て
い
る
�
以
上
�
一
九
七
七
年
に
開
明
書
院
か
ら
出
た
復
刻
版
�
會
餘
録
�
に
附
さ
れ
た
末
松
保
和
氏
の
解
題
お
よ
び
一
九
九
三
年
に
不
二
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
た
復
刻
版
�
興
亜
会
・
亜
細
亜
協
会
�
解
説
�
�
黒
木
彬
文
氏
の
�
興
亜
会
・
亜
細
亜
協
会
の
活
動
と
思
想
�
参
照
��
　
興
亜
会
の
設
立
以
来
同
盟
員
と
し
て
加
わ
�
て
い
た
張
滋
墓
も
�
こ
の
�
會
餘
録
�
に
そ
の
詩
文
を
幾
つ
か
寄
せ
て
い
る
�
明
治
二
十
二
年
二
月
発
行
の
第
四
集
に
は
�
そ
の
編
に
な
る
�
水
土
雑
輯
�
お
よ
び
�
丸
岡
知
事
莞
爾
の
任
に
沖
縄
に
之ゆ
く
を
送
る
�
詩
が
�
同
年
十
一
月
発
行
の
第
六
集
�
會
餘
酬
唱
�
に
は
��
大
鳥
公
使
の
任
に
中
国
に
之
く
を
餞
す
�
詩
が
�
二
十
三
年
十
月
発
行
の
第
九
集
�
會
餘
酬
唱
�
に
は
��
朝
鮮
金
東
農
星
使
�
将まさ
に
国
に
帰
ら
ん
と
す
�
紅
葉
館
席
上
�
此
を
賦
し
て
別
れ
に
贈
る
�
詩
お
よ
び
�
渡
邊
浩
堂
星
使
大
人
�
将
に
澳
京
に
之
か
ん
と
す
�
同
人
紅
葉
館
に
公
餞
す
�
此
を
賦
し
て
別
れ
に
贈
る
�
即
ち
粲
正
を
希
ふ
�
詩
が
�
そ
れ
ぞ
れ
載
せ
ら
れ
て
い
る
�
さ
ら
に
二
十
四
年
三
月
発
行
の
第
十
集
に
は
��
庚
寅
小
春
�
亜
細
亜
協
会
同
人
�
『逍遙遺稿』札記
一
三
星
使
黎
公
を
紅
葉
館
に
公
餞
す
�
敬
つ
つ
し
ん
で
長
句
を
賦
す
�
録
し
て
教
正
に
呈
す
�
お
よ
び
�
庚
寅
重
九
�
星
使
黎
公
�
時
に
将
に
述
職
せ
ん
と
す
�
中
東
の
士
夫
を
紅
葉
館
に
宴
し
て
登
高
の
会
を
修
す
�
兼
ね
て
以
て
留
別
す
�
謹
ん
で
四
章
を
賦
す
�
竝
び
に
敬
ん
で
原
韻
二
章
に
次
す
�
録
し
て
誨
正
に
呈
す
�
と
題
さ
れ
た
七
律
が
見
え
る
�
こ
の
う
ち
丸
岡
莞
爾
に
つ
い
て
は
�
落
魄
不
遇
の
漢
詩
人
小
鷹
西
山
麓
の
生
涯
を
描
い
た
安
岡
章
太
郎
の
小
説
�
鏡
川
��
新
潮
社
�
二
〇
〇
〇
年
�
に
詳
し
い
�
ま
た
�
大
鳥
公
使
�
は
大
鳥
圭
介
��
渡
辺
浩
堂
�
は
渡
辺
洪
基
の
こ
と
で
�
こ
れ
ら
の
詩
は
お
お
む
ね
社
交
辞
令
に
終
始
し
た
儀
礼
的
な
作
に
す
ぎ
な
い
も
の
の
�
二
十
三
年
の
七
律
�
庚
寅
重
九
�
詩
の
其
一
に
於
い
て
は
�
自
ら
を
�
天
涯
の
倦
客
�
と
称
し
て
無
能
の
ま
ま
消
磨
し
て
ゆ
く
の
を
慚
じ
る
言
葉
が
見
え
�
其
四
で
は
�
　
　
公
從
早
歳
策
龍
韜　
　
公
早
歳
従よ
り
龍
韜
を
策
し
　
　
薄
海
爭
傳
姓
字
高　
　
薄
海
争
い
伝
へ
て
姓
字
高
し
　
　
久
藉
敦
槃
招
勝
侶　
　
久
し
く
敦たい
ば
ん槃
を
藉か
り
て
勝
侶
を
招
き
　
　
直
將
經
術
挽
狂
濤　
　
直ただ
ち
に
経
術
を
将もつ
て
狂
濤
を
挽
く
　
　
檠
陪
瀛
島
黄
花
酒　
　
頻
り
に
陪
す
瀛
島
の
黄
花
酒
　
　
毎
憶
京
華
赤
棗
癪　
　
毎つね
に
憶
ふ
京
華
の
赤
棗
癪
　
　
翹
首
五
雲
天
際
遠　
　
首
か
う
べ
を
翹あ
ぐ
れ
ば
五
雲
天
際
遠
く
　
　
側
身
西
望
夢
魂
勞　
　
身
を
側
そ
ば
だ
て
て
西
の
か
た
望
め
ば
夢
魂
労
す
と
詠
じ
て
�
帰
国
す
る
黎
庶
昌
を
前
に
し
た
た
め
か
�
後
半
で
め
ず
ら
し
く
北
京
を
懐
か
し
み
望
郷
の
念
を
露
わ
に
し
て
い
る
��
龍
韜
�
は
�
太
公
望
の
兵
法
書
と
さ
れ
る
�
六
韜
�
の
一
つ
�
起
句
は
曾
国
藩
の
幕
僚
と
な
�
た
こ
と
を
か
く
称
し
た
も
の
か
��
薄
海
�
の
語
��
尚
書
�
益
稷
に
�
州
に
十
有
二
師
あ
り
�
外
は
四
海
に
薄いた
る
�
咸みな
五
長
を
建
つ
�
と
見
え
�
こ
こ
で
は
東
海
の
地
を
い
い
�
わ
が
国
を
指
す
��
敦
槃
�
は
�
古
代
�
諸
侯
の
会
盟
で
用
い
ら
れ
た
礼
器
�
敦
は
食
を
盛
り
�
槃
は
血
を
盛
る
��
周
礼
�
天
官
・
王
府
に
�
若も
し
諸
侯
を
合
せ
ば
�
則
ち
珠
敦
玉
槃
を
共
に
す
�
と
あ
る
��
狂
濤
を
挽
く
�
は
�
中
唐
・
韓
愈
�
進
学
解
�
の
�
狂
瀾
を
既
倒
に
廻
ら
す
�
を
踏
ま
え
�
衰
勢
を
挽
回
す
る
意
�
当
時
の
わ
が
国
が
ひ
た
す
ら
欧
化
に
突
き
進
む
な
か
漢
学
振
興
に
寄
与
し
た
こ
と
を
い
う
��
黄
花
酒
�
は
�
菊
花
酒
��
赤
棗
癪
�
は
�
清
・
敦
崇
�
燕
京
歳
時
記
��
小
野
勝
年
訳
注
が
�
北
京
年
中
行
事
記
�
と
し
て
岩
波
文
庫
に
�
更
に
�
燕
京
歳
時
記
�
と
改
題
し
て
平
凡
社
東
洋
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
�
に
見
え
る
重
陽
節
の
風
物
詩
�
花
癪
の
一
種
で
あ
ろ
う
か
�
　
と
こ
ろ
で
�
二
十
一
年
四
月
に
亜
細
亜
協
会
か
ら
�
北
清
地
方
の
商
業
の
実
況
を
輯
録
�
し
た
仁
礼
敬
之
の
�
北
清
見
聞
録
�
が
刊
行
さ
れ
た
が
�
そ
の
第
二
篇
に
渡
辺
洪
基
と
な
ら
ん
で
張
滋
墓
の
序
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
�
紹
介
し
て
お
く
�
　
　
　
北
清
見
聞
録
序
　
　
嘗
讀
孔
子
去
兵
去
食
�
及
孟
子
何
必
曰
利
�
亦
有
仁
義
而
已
矣
�
未
嘗
不
掩
巻
而
嘆
曰
�
世
無
聖
賢
�
其
孰
能
與
於
此
�
况
居
今
之
世
�
而
欲
行
古
之
道
�
尤
戞
々
乎
其
難
哉
�
司
馬
子
長
曰
�
富
者
人
之
性
情
所
不
学
而
倶
欲
者
也
�
又
曰
�
千
乗
之
王
�
萬
家
之
侯
�
百
室
之
君
�
尚
猶
患
貧
�
况
匹
夫
編
戸
之
民
乎
�
又
曰
�
夫
戸
鄙
人
牧
長
�
清
窮
郷
寡
婦
�
禮
抗
萬
乗
�
名
顕
天
下
�
豈
非
以
富
耶
�
論
者
皆
以
為
子
長
發
奮
而
傳
貨
殖
�
余
獨
以
謂
不
然
�
盖
當
是
時
�
上
有
好
大
喜
功
之
主
�
而
國
用
匱
乏
�
故
不
得
已
而
為
此
補
偏
救
弊
之
計
耳
�
方
今
各
國
聯
盟
�
首
重
通
商
�
則
其
言
益
信
而
有
徴
�
况
貿
遷
為
今
日
之
急
務
�
有
心
世
道
者
�
誠
不
可
不
亟
為
講
求
也
�
嘗
觀
近
之
游
我
國
者
�
其
記
述
大
抵
抄
襲
志
乗
�
擇
焉
而
不
精
�
語
焉
而
不
詳
�
且
未
嘗
與
賢
士
大
夫
游
�
故
齊
東
野
語
�
悉
入
於
中
�
以
肆
其
輕
侮
譏
状
之
志
�
自
有
識
者
視
之
�
多
見
其
不
自
量
耳
�
仁
禮
存
心
兄
�
留
学
我
邦
有
年
�
歴
游
数
省
而
帰
�
然
不
為
阿
世
媚
俗
之
論
�
而
著
此
實
事
求
是
之
説
�
豈
非
銕
中
錚
�
者
耶
�
其
分
門
別
類
�
詳
細
精
審
�
讀
者
二　宮　俊　博
一
四
當
自
辨
之
�
今
将
付
梓
�
問
序
於
余
�
因
書
数
語
於
簡
端
�
　
　
光
緒
戊
子
仲
春
張
滋
墓
序
　
　
�
嘗
て
孔
子
の
兵
を
去
り
食
を
去
る
�
及
び
孟
子
の
何
ぞ
必
ず
し
も
利
を
曰
は
ん
�
亦
た
仁
義
有
る
の
み
と
い
う
を
読
み
�
未
だ
嘗
て
巻
を
掩
ひ
て
嘆
じ
て
曰
は
ず
ん
ば
あ
ら
ず
�
世
に
聖
賢
無
く
ん
ば
�
其
れ
孰たれ
か
能
く
此
に
与
せ
ん
�
況
ん
や
今
の
世
に
居
り
�
而
し
て
古
の
道
を
行
は
ん
と
欲
す
る
�
尤
も
戞
々
乎
と
し
て
其
れ
難
い
哉
と
�
司
馬
子
長
曰
く
�
富
は
人
の
性
情
の
学
ば
ず
し
て
倶
に
欲
す
る
所
の
者
な
り
と
�
又
た
曰
く
�
千
乗
の
王
�
万
家
の
侯
�
百
室
の
君
�
尚
猶
ほ
貧
を
患うれ
ふ
�
況
ん
や
匹
夫
編
戸
の
民
を
や
と
�
又
た
曰
く
�
夫そ
れ
戸
は
鄙
人
の
牧
長
�
清
は
窮
郷
の
寡
婦
に
し
て
�
礼
は
万
乗
に
抗
し
�
名
は
天
下
に
顕
は
る
�
豈
に
富
を
以
て
す
る
に
非
ず
や
と
�
論
者
皆
以おも
へ為
ら
く
子
長
発
奮
し
て
貨
殖
を
伝
す
と
�
余
独
り
以おも
へ謂
ら
く
然
ら
ず
�
蓋
し
是
の
時
に
当
た
�
て
�
上
に
大
を
好
み
功
を
喜
ぶ
の
主
有
り
�
而
し
て
国
用
匱
乏
す
�
故
に
已
む
を
得
ず
し
て
此
の
偏
を
補
ひ
弊
を
救
ふ
の
計
を
為
す
の
み
�
方
今
各
国
聯
盟
し
�
首
は
じ
め
に
通
商
を
重
ん
ず
�
則
ち
其
の
言
益
ま
す
信
に
し
て
徴
有
り
�
況
ん
や
貿
遷
今
日
の
急
務
と
為
す
�
心
の
世
道
に
有
る
者
�
誠
に
亟
す
み
や
か
に
講
求
を
為
さ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
�
嘗
て
近
ご
ろ
の
我
国
に
遊
ぶ
者
を
観
る
に
�
其
の
記
述
は
大
抵
志
乗
を
抄
襲
し
�
択
び
て
精
な
ら
ず
�
語
り
て
詳
か
な
ら
ず
�
且
つ
未
だ
嘗
て
賢
士
大
夫
と
遊
ば
ず
�
故
に
斉
東
野
語
�
悉
こ
と
ご
と
く
中
に
入
れ
�
以
て
其
の
軽
侮
譏
状
の
志
を
肆
ほ
い
し
ま
ま
に
す
�
有
識
者
自よ
り
之
を
視
れ
ば
�
多
く
其
の
自
ら
量
ら
ざ
る
を
見
る
の
み
�
仁
礼
存
心
兄
�
我
邦
に
留
学
す
る
こ
と
年
有
り
�
数
省
を
歴
游
し
て
帰
る
�
然
れ
ど
も
阿
世
媚
俗
の
論
を
為
さ
ず
�
而
し
て
此
の
実
事
求
是
の
説
を
著
す
�
豈
に
銕
中
の
錚
々
た
る
者
に
非
ず
や
�
其
の
門
を
分
か
ち
類
を
別
か
つ
�
詳
細
精
審
�
読
者
当まさ
に
自
か
ら
之
を
辨
ず
べ
し
�
今
将まさ
に
梓
に
付
さ
ん
と
し
�
序
を
余
に
問
ふ
�
因
�
て
数
語
を
簡
端
に
書
す
��
　
　
�
去
兵
去
食
�
は
��
論
語
�
顔
淵
篇
に
子
貢
が
政
治
の
要
諦
を
た
ず
ね
た
の
に
答
え
て
�
孔
子
が
国
を
治
め
る
に
は
兵
�
軍
備
�
や
食
よ
り
も
信
義
が
大
切
で
�
民
は
信
無
く
ん
ば
立
た
ず
�
と
説
い
た
な
か
に
見
え
る
��
孟
子
�
は
�
孟
子
�
梁
恵
王
篇
上
��
戞
々
乎
其
難
哉
�
は
�
韓
愈
の
�
李
翊
に
答
ふ
る
書
�
に
見
え
る
言
い
方
�
戞
戞
乎
は
�
ぶ
つ
か
�
て
音
の
出
る
さ
ま
�
困
難
な
こ
と
を
い
う
��
司
馬
子
長
�
は
�
漢
・
司
馬
遷
�
字
は
子
長
��
以
下
の
引
用
は
�
史
記
�
貨
殖
列
伝
に
見
え
る
�
な
お
�
清
・
姚
國
の
�
貨
殖
伝
の
後
に
書
す
���
惜
抱
軒
文
集
�
巻
五
�
に
�
世
に
言
ふ
司
馬
子
長
は
己
れ
が
漢
に
罪
せ
ら
れ
�
自
ら
贖
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
に
因
�
て
�
発
憤
し
て
貨
殖
を
伝
す
と
�
余
謂おも
へ
ら
く
然
ら
ず
�
云
々
と
あ
る
��
貿
遷
�
は
�
交
易
��
斉
東
野
語
�
は
�
道
理
を
弁
え
な
い
愚
人
の
言
葉
��
孟
子
�
万
章
篇
上
���
実
事
求
是
�
は
�
物
事
の
実
態
に
即
し
て
正
確
に
認
識
把
握
す
る
�
も
と
は
�
漢
書
�
河
間
献
王
伝
に
見
え
る
語
��
銕
中
錚
々
者
�
は
�
ふ
つ
う
の
人
の
な
か
で
優
れ
て
い
る
者
の
喩
え
��
後
漢
書
�
劉
盆
子
伝
��
　
仁
礼
敬
之
が
上
海
に
遊
学
す
る
際
�
張
滋
墓
が
贈
�
た
七
絶
二
首
が
明
治
十
六
年
十
月
十
六
日
刊
の
�
亜
細
亜
協
会
報
告
�
第
九
篇
の
文
苑
餘
賞
欄
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
�
そ
の
う
ち
の
一
首
は
前
稿
で
取
り
上
げ
た
�
な
お
�
薩
摩
出
身
の
仁
礼
は
小
田
切
萬
壽
之
助
や
宮
島
大
八
ら
と
と
も
に
明
治
十
三
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
興
亜
会
の
支
那
語
学
校
に
学
び
�
十
五
年
五
月
そ
の
閉
鎖
に
伴
�
て
東
京
外
国
語
学
校
に
移
�
た
一
人
で
�
生
年
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
�
大
植
四
郎
編
�
明
治
過
去
帳
��
東
京
美
術
�
一
九
七
一
年
�
に
は
�
農
商
務
省
に
入
�
た
後
�
両
毛
鉄
道
会
社
支
配
人
を
務
め
�
二
十
八
年
台
湾
総
督
府
に
出
仕
し
�
翌
二
十
九
年
十
二
月
に
台
北
で
歿
し
た
と
い
う
�
著
作
に
は
�
北
清
見
聞
録
�
の
他
に
二
十
七
年
刊
の
�
清
仏
戦
争
日
記
��
二
十
八
年
刊
の
�
清
国
通
商
�
が
あ
り
�
後
者
に
は
樺
山
資
紀
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
�
『逍遙遺稿』札記
一
五
中
林
梧
竹
　
中
林
梧
竹
�
一
八
二
七
�
一
九
一
三
�
と
張
滋
墓
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
�
前
稿
執
筆
の
際
�
佐
々
木
盛
行
氏
の
�
中
林
梧
竹
�
�
人
と
書
芸
術
の
実
証
的
研
究
��
西
日
本
文
化
協
会
�
一
九
九
一
年
�
を
参
照
し
た
が
��
墨
美
�
第
二
九
〇
号
�
一
九
七
九
年
四
月
�
掲
載
の
�
中
林
梧
竹
①
生
涯
篇
�
及
び
第
二
九
五
号
�
同
年
十
一
月
�
の
�
中
林
梧
竹　
書
道
研
究
篇
上
�
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
�
た
�
そ
の
後
��
中
林
梧
竹
①
生
涯
篇
�
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
知
�
た
の
で
�
こ
れ
も
次
に
挙
げ
て
お
く
�
神
田
博
士
の
�
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
Ⅱ
�
�
日
本
填
詞
史
話
下
�
�
���
神
田
喜
一
郎
全
集
Ⅶ
��
に
張
滋
墓
の
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
を
除
け
ば
�
そ
の
事
跡
に
つ
い
て
簡
潔
な
が
ら
最
も
早
く
紹
介
さ
れ
た
記
事
だ
と
思
わ
れ
る
�
　
　
張
先
生
�
張
滋
墓
�
清
国
人
�
明
治
十
三
年
二
月
十
三
日
�
支
那
語
学
校
�
愛
宕
下
天
徳
寺
境
内
�
の
設
立
計
画
が
興
亜
会
の
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
る
に
当
た
り
�
興
亜
会
創
立
委
員
が
集
会
を
開
い
た
�
こ
の
時
に
講
師
と
な
る
上
海
か
ら
招
聘
さ
れ
た
張
滋
墓
も
出
席
し
た
�
創
立
委
員
会
長
は
旧
宗
家
鍋
島
藩
主
直
大
公
で
あ
る
�
興
亜
会
�
会
長
長
岡
護
美
�
副
会
長
渡
辺
洪
基
�
は
毎
月
一
回
親
睦
会
を
開
き
�
例
え
ば
明
治
十
五
年
六
月
二
十
一
日
に
は
築
地
の
寿
美
屋
で
�
副
島
種
臣
�
榎
本
武
揚
�
清
国
欽
差
大
臣
黎
庶
昌
�
張
滋
墓
も
出
席
し
て
い
る
�
興
和
�
マ
マ
�会
は
�
明
治
十
六
年
一
月
二
十
日
に
�
亜あ
細じ
亜あ
協
会
�
と
改
名
し
た
�
　
　
　
張
滋
墓
は
東
京
帝
国
大
学
の
支
那
語
科
担
任
で
あ
�
た
�
が
�
明
治
三
十
年
に
中
風
症
で
大
学
を
退
職
し
た
�
種
臣
語
る
に
�
氏
は
我
国
に
支
那
語
の
教
授
を
肇はじ
め
た
鼻
祖
で
あ
る
�
と
述
ぶ
�
種
臣
は
氏
の
退
職
後
の
生
活
を
心
配
し
て
大
隈
重
信
に
も
救
助
方
相
談
し
た
�
が
�
重
信
野
に
下
だ
り
御
流
れ
と
な
�
た
�
同
三
十
二
年
清
国
に
帰
国
し
た
張
は
�
同
三
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
上
海
で
歿
し
た
�
種
臣
と
は
非
常
に
懇
意
で
あ
�
た
�
梧
竹
と
三
人
は
�
痛
飲
し
て
清
談
を
し
た
�
　
こ
れ
は
副
島
種
臣
の
�
秋
晩
張
先
生
を
邀むか
へ
て
飲
み
�
遂
に
梧
竹
に
柬
す
�
詩
に
附
さ
れ
た
佐
々
木
氏
の
語
注
に
見
え
る
�
こ
の
詩
は
��
蒼
海
全
集
�
巻
四
に
載
せ
る
も
の
で
�
　
　
餐
無
甘
旨
已
如
何　
　
餐
に
甘
旨
無
く
已すで
に
如いか
ん何
せ
ん
　
　
夫
子
飄
蕭
枉
駕
過　
　
夫
子
飄
蕭
と
し
て
駕
を
枉ま
げ
て
過よぎ
る
　
　
節
士
性
情
嘗
苦
得　
　
節
士
の
性
情
は
苦
を
嘗
め
て
得
　
　
騒
人
憂
悶
味
酸
多　
　
騒
人
の
憂
悶
は
酸
を
味
ふ
こ
と
多
し
　
　
笑
窺
叢
菊
英
英
色　
　
笑
い
て
叢
菊
英
英
の
色
を
窺
ひ
　
　
醉
撫
孤
松
磊
磊
柯　
　
酔
い
て
孤
松
磊
磊
の
柯
を
撫
す
　
　
乘
興
未
鋼
言
日
夕　
　
興
に
乗
れ
ば
未
だ
日
夕
を
言
ふ
を
須もち
ひ
ず
　
　
辛
勞
待
出
月
中
娥　
　
辛
労
し
て
出
づ
る
を
待
た
ん
月
中
の
娥
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
��
節
士
�
は
張
滋
墓
を
指
し
��
騒
人
�
は
自
身
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
�
後
半
に
は
陶
淵
明
詩
の
�
帰
去
来
の
辞
�
や
�
飲
酒
�
詩
な
ど
に
基
づ
い
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
�
　
た
だ
し
�
佐
々
木
氏
が
第
七
句
に
つ
い
て
�
鋼
�
を
�
昧
�
夜
あ
け
が
た
�
と
同
じ
で
��
未み
昧まい
�
と
な
る
�
と
し
��
興
に
乗
り
て
未み
鋼かい
�
言
す
る
こ
と
日
夕
�
と
訓
じ
て
お
ら
れ
る
点
は
�
些
か
首
肯
し
が
た
い
�
石
田
東
陵
編
�
蒼
海
詩
選
�
巻
五
に
は
�
鋼
�
を
�
須
�
に
作
�
て
お
り
�
そ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
�
　
ま
た
�
佐
々
木
氏
は
�
こ
の
詩
を
明
治
十
九
年
�
一
八
八
六
�
の
作
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
��
蒼
海
全
集
�
に
は
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
�
お
お
む
ね
制
作
年
代
を
追
�
て
詩
が
配
列
さ
れ
て
お
り
�
巻
四
の
劈
頭
�
こ
の
詩
の
す
ぐ
前
に
�
紅
葉
館
に
て
清
欽
差
大
臣
黎
�
書
記
孫
�
朝
鮮
辨
理
公
使
金
に
二　宮　俊　博
一
六
同
じ
く
長
岡
通
侯
の
韻
に
次
す
�
詩
二
首
が
載
せ
ら
れ
て
い
て
�
そ
れ
が
明
治
二
十
一
年
の
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
�
こ
れ
も
や
は
り
同
じ
年
に
作
ら
れ
た
も
の
と
み
る
方
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
�
つ
い
で
に
言
え
ば
��
紅
葉
館
�
云
々
の
詩
は
�
十
月
三
十
一
日
に
亜
細
亜
協
会
が
芝
の
紅
葉
館
で
開
い
た
親
睦
会
の
席
上
の
作
で
�
黎
は
黎
庶
昌
�
孫
は
孫
點
�
金
は
金
嘉
鎮
�
長
岡
通
侯
は
長
岡
護
美
の
こ
と
�
そ
れ
ぞ
れ
の
作
は
�
會
餘
録
�
第
四
集
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
�
赤
沼
金
三
郎
　
�
逍
遙
遺
稿
�
外
篇
に
信
州
諏
訪
出
身
の
赤
沼
金
三
郎
�
一
八
六
五
�
一
九
〇
一
�
に
寄
せ
た
明
治
二
十
七
年
�
一
八
九
四
�
作
の
�
短
歌
行
�
赤
沼
士
朗
に
寄
す
�
と
題
す
る
作
が
あ
る
�
士
朗
は
�
そ
の
字
�
初
め
天
心
狂
史
と
号
し
�
後
に
枕
戟
学
人
と
も
称
し
た
�
日
清
戦
争
に
志
願
兵
中
尉
と
し
て
出
征
し
た
の
に
因
ん
だ
の
で
あ
る
�
な
お
��
短
歌
行
�
と
い
う
の
は
楽
府
題
で
�
魏
の
曹
操
の
作
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
�
若
き
日
の
過
ぎ
去
り
や
す
く
人
生
の
短
い
の
を
嘆
じ
�
酒
を
飲
ん
で
憂
を
晴
ら
そ
う
と
い
う
内
容
の
も
の
が
多
い
�
　
　
士
信
州
之
快
男
子　
　
　
士
朗
は
信
州
の
快
男
子
　
　
籖
挂
有
奇
氣　
　
　
　
　
　
籖
慨
し
て
奇
気
有
り
　
　
一
周
扶
桑
六
十
州　
　
　
　
一
周
す
扶
桑
六
十
州
　
　
行
程
食
竭
只
飲
水　
　
　
　
行
程
食
竭つ
き
只
だ
水
を
飲
む
　
　
南
豫
威
俑
以
文
交　
　
　
　
南
豫
の
威
卿　
文
を
以
て
交
は
り
　
　
校
門
把
臂
直
傾
意　
　
　
　
校
門　
臂うで
を
把と
�
て
直
ち
に
意
を
傾
く
　
　
士
不
嗜
酒　
　
　
　
　
　
士
朗　
酒
を
嗜この
ま
ず
　
　
咀
豆
罵
英
雄　
　
　
　
　
　
豆
を
咀か
ん
で
英
雄
を
罵
る
　
　
威
俑
好
悲
歌　
　
　
　
　
　
威
卿　
好
ん
で
悲
歌
し
　
　
吊
古
哭
烈
士　
　
　
　
　
　
古
を
弔
�
て
烈
士
を
哭
す
　
　
談
闌
豆
已
盡　
　
　
　
　
　
談
闌
た
け
な
は
に
し
て
豆
已
に
尽
き
　
　
天
凍
夜
欲
死　
　
　
　
　
　
天
凍
�
て
夜
死
せ
ん
と
欲
す
　
　
士
眼
中
總
無
人　
　
　
　
士
朗
眼
中
総
て
人
無
く
　
　
威
俑
襟
邊
只
有
涙　
　
　
　
威
卿
襟
辺
只
だ
涙
有
り
　
　
君
不
知
疾
風
吹
艸
勁
弱
知　
君
知
ら
ず
や
疾
風
艸くさ
を
吹
い
て
勁
弱
を
知
る
　
　
雲
漢
茫
々
大
月
墜　
　
　
　
雲
漢
茫
々
と
し
て
大
月
墜
つ
　
こ
こ
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
�
豆
を
咀
ん
で
英
雄
を
罵
る
�
赤
沼
の
姿
は
�
あ
る
意
味
で
貧
書
生
の
常
態
と
は
い
え
�
そ
こ
に
は
極
め
て
意
気
軒
昂
た
る
も
の
が
あ
る
�
そ
の
昔
�
荻
生
徂
徠
は
人
か
ら
先
生
は
講
学
の
外
に
何
を
お
好
み
で
す
か
と
問
わ
れ
て
�
別
に
こ
れ
と
い
�
て
な
い
が
�
た
だ
炒
り
豆
を
噛
�
て
�
古
今
東
西
の
人
物
を
槍
玉
に
あ
げ
る
こ
と
だ
と
語
�
た
と
い
う
が
�
原
念
斎
�
先
哲
叢
談
�
巻
六
��
そ
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
よ
う
�
　
二
歳
年
下
の
逍
遙
と
は
�
赤
沼
が
明
治
二
十
二
年
�
一
八
八
九
�
七
月
�
第
一
高
等
中
学
の
法
科
一
年
か
ら
転
じ
て
文
科
二
年
に
入
�
て
き
た
と
き
�
ち
�
う
ど
同
じ
組
に
な
�
て
お
り
�
若
き
日
の
夏
目
漱
石
や
正
岡
子
規
も
一
緒
で
あ
�
た
�
子
規
が
�
筆
ま
か
勢
�
第
一
篇
に
記
し
て
い
る
�
生
徒
の
尊
称
�
に
は
�th
e Sincere
と
評
さ
れ
て
い
る
�
そ
の
頃
��
痛
く
抑
制
し
て
自
か
ら
修
む
る
こ
と
ス
ト
ア
哲
學
者
の
如
く
��
苦
に
堪
え
難
を
忍
ぶ
精
神
鍛
練
の
意
味
で
夏
に
重
ね
着
を
し
冬
に
単
衣
で
い
る
よ
う
な
こ
と
を
敢
え
て
し
�
高
橋
作
衛
�
天
心
遺
晨
�
叙
��
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
�
子
規
が
二
十
三
年
の
一
月
に
書
き
綴
�
た
小
説
�
銀
世
界
�
に
赤
ペ
ン
で
評
語
を
加
え
た
漱
石
は
�
第
五
篇
�
親
の
雪
�
の
�
誰
だ
つ
て
寒
く
な
い
筈
は
な
い
�
ヲ
ヽ
寒
い
�
と
い
う
一
節
に
�
寒
ク
ナ
イ
ト
云
フ
人
ハ
赤
沼
先
生
許
リ
ナ
リ
�
と
半
ば
揶から
か
い揄
気
味
に
書
き
込
ん
だ
こ
と
も
あ
�
た
�
そ
の
他
�
周
囲
の
思
惑
を
顧
慮
せ
ぬ
真
率
な
言
動
が
奇
行
狂
態
と
み
な
さ
れ
�
学
友
た
ち
を
驚
か
せ
た
こ
と
は
�
岡
村
司
�
文
学
士
赤
沼
金
『逍遙遺稿』札記
一
七
三
郎
君
伝
�
に
見
え
る
が
�
高
等
中
学
の
寄
宿
寮
に
お
け
る
自
治
制
度
の
確
立
に
尽
力
し
た
の
も
�
こ
の
赤
沼
士
朗
で
あ
�
た
�
そ
の
こ
と
も
あ
�
て
か
�
逍
遙
や
漱
石
・
子
規
ら
と
は
一
年
遅
れ
て
二
十
四
年
に
岩
元
禎
・
不
破
信
一
郎
・
山
川
信
次
郎
�
以
上
文
科
�
や
高
橋
作
衛
�
政
治
科
�
ら
と
同
期
で
第
一
高
等
中
学
を
出
る
こ
と
に
な
�
た
が
�
そ
の
後
�
文
科
大
学
の
哲
学
科
に
進
み
�
や
が
て
漢
学
科
に
転
じ
て
三
十
年
�
一
八
九
七
�
に
白
河
鯉
洋
と
と
も
に
卒
業
�
第
一
高
等
学
校
�
京
華
中
学
な
ど
で
倫
理
修
身
を
講
じ
�
三
十
四
年
�
一
九
〇
一
�
十
一
月
五
日
に
肺
結
核
の
た
め
三
十
七
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
�
　
そ
の
遺
稿
集
�
天
心
遺
晨
�
を
編
ん
だ
高
橋
作
衛
は
�
　
　
�
�
而
し
て
余
が
最
も
居
士
の
長
逝
を
惜
む
所
以
は
稀
世
の
篤
學
者
且
つ
能
文
家
を
失
ひ
た
る
こ
と
な
り
�
一
般
識
者
の
歎
す
る
が
如
く
近
來
漢
文
學
漸
く
衰
へ
帝
國
大
學
等
に
在
て
所
謂
漢
文
を
專
修
す
る
も
の
も
徃
々
漢
文
を
草
す
る
能
は
ず
又
漢
書
に
通
曉
せ
ざ
る
者
多
き
は
事
實
な
る
が
如
し
是
れ
盖
し
輓
近
學
生
の
素
養
漸
く
乏
し
く
又
百
科
の
學
を
研
究
す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
遂
に
意
を
漢
書
に
專
ら
に
す
る
能
は
ざ
る
に
由
る
是
の
時
に
方
り
嶄
然
頭
角
を
露
は
せ
し
も
の
二
人
あ
り
即
ち
天
心
居
士
及
故
中
野
逍
遙
是
れ
な
り
�
逍
遙
は
才
を
以
て
勝
ち
一
氣
呵
成
乍
ち
千
言
の
詩
賦
を
爲
し
�
常
に
自
か
ら
司
馬
相
如
を
以
て
居
る
其
一
朝
病
に
斃
れ
た
る
は
吾
人
の
遺
憾
と
す
る
所
な
る
が
�
天
心
居
士
に
至
り
て
は
更
に
惜
む
べ
き
も
の
あ
り
�
天
心
居
士
の
漢
學
に
於
け
る
其
素
養
洵
に
深
く
�
幼
時
已
に
鹽
原
叢
竹
先
生
の
薫
陶
を
受
け
て
後
上
京
�
東
京
大
學
古
典
講
習
科
に
入
り
今
の
鹽
谷
青
山
君
等
と
異
級
同
窓
の
契
あ
り
爾
來
其
學
漸
く
進
み
文
科
大
學
に
入
る
に
及
ひ
古
今
東
西
の
哲
學
を
比
較
研
究
す
る
に
方
り
諸
子
百
家
を
研
究
し
學
力
に
於
て
優
に
儔
倫
を
抜
き
た
る
の
み
な
ら
ず
�
其
文
章
に
巧
み
な
る
や
數
行
並
び
下
り
千
言
立
ろ
に
成
る
�
其
文
字
往
々
瑕
疵
あ
る
も
要
す
る
に
大
家
の
口
調
を
有
し
其
學
と
其
文
と
優
に
博
士
た
る
に
價
す
る
こ
と
疑
は
ず
�
若
し
居
士
に
し
て
生
存
今
日
に
至
ら
し
め
ば
此
遺
稿
そ
の
も
の
を
提
出
す
る
も
已
に
以
て
此
學
位
を
得
る
こ
と
を
信
ず
る
も
の
な
り
而
し
て
今
や
空
し
矣
云
々
と
�
天
心
居
士
赤
沼
士
朗
が
漢
文
に
秀
で
て
い
た
こ
と
を
回
想
す
る
な
か
で
�
こ
れ
ま
た
旧
交
の
あ
�
た
中
野
逍
遙
に
つ
い
て
も
追
懐
し
て
い
る
�
　
後
年
�
黒
頭
巾
こ
と
横
山
健
堂
が
�
舊
藩
と
新
人
物
��
敬
文
館
書
店
�
明
治
四
十
四
年
�
の
�
五
�
信
越
附
佐
渡
�
十
三
��
十
四
��
に
於
い
て
文
学
士
赤
沼
金
三
郎
を
取
り
上
げ
�
　
　
赤
沼
8
8
の
時とき
�
文ぶん
く
わ
だ
い
が
く
科
大
學
に
二
文ぶん
さ
い才
あ
り
�
赤
沼
8
8
と
中
野
逍
遙
8
8
8
8
と
也なり
�
逍8
遙8
は
�
伊
豫
8
8
の
人ひと
�
過8
敏
に
し
て
容
顏
婦
人
の
如
く
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
�
赤
沼
の
豪
宕
な
8
8
8
8
8
8
る
と
相
反
す
8
8
8
8
8
�
而しか
し
て
其そ
の
文ぶん
し
�
う章
は
�
才さい
華くわ
爛らん
酢まん
�
極きは
め
て
華はな
や
か
也なり
�
赤
沼
8
8
は
能よ
く
意い
を
達たつ
す
る
の
み
�
敢あへ
て
修しう
し
�
く飾
を
加くは
へ
ず
�
而しか
し
て
千
言げん
立
ろ
に
成な
る
の
挂がい
あ
り
�
此こ
の
二
人にん
者し�
皆みな
故こ
人じん
と
な
る
�
爾じ
ご後
�
文ぶん
く
わ
が
く
せ
い
科
學
生
�
漢かん
ぶ
ん文
を
屬ぞく
し
て
�
能よ
く
自じ
在ざい
な
る
こ
と
�
此かく
の
如ごと
き
者もの
�
ま
た
あ
る
こ
と
無な
し
�
と
記
し
た
の
は
�
お
そ
ら
く
高
橋
作
衛
の
文
章
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
�
　
と
こ
ろ
で
�
こ
の
赤
沼
は
漢
学
科
に
在
学
中
�
盲
目
的
な
欧
米
崇
拝
の
あ
ま
り
�
方
今
邦
人
軽
佻
に
趨はし
り
�
喜
ん
で
西
人
功
利
の
書
を
誦
し
�
四
子
六
経
に
至
�
て
は
�
則
ち
舎す
て
て
講
ぜ
ず
�
と
い
う
世
上
に
瀰
漫
す
る
浮
薄
な
風
潮
を
嘆
き
�
そ
の
実
�
我
の
舎
つ
る
所
は
�
彼
則
ち
之
を
取
り
�
以
て
希
世
の
宝
典
と
為
す
�
の
を
知
ら
ず
に
い
る
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
べ
く
�
レ
�
グJam
es Legg
�
一
八
一
五
�
一
八
九
七
�
を
は
じ
め
と
す
る
泰
西
諸
家
の
孔
子
論
や
伝
を
英
文
か
ら
訳
出
編
纂
し
��
孔
夫
子
�
と
題
し
て
明
治
二
十
六
年
�
一
八
九
三
�
六
月
に
上
原
書
店
か
ら
刊
行
し
た
�
そ
れ
に
は
漢
文
に
よ
る
自
序
を
附
し
�
そ
の
後
に
篁
村
島
田
重
礼
�
成
斎
重
野
安
繹
�
中
洲
三
島
毅
�
豊
城
星
野
恒
と
い
�
た
当
時
の
文
科
大
学
漢
学
科
の
教
授
や
講
師
に
よ
る
評
語
が
二　宮　俊　博
一
八
加
え
ら
れ
て
お
り
�
そ
の
最
後
に
張
滋
墓
の
そ
れ
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
�
　
　
中
正
之
論
�
不
偏
不
倚
�
與
出
奴
入
主
者
�
有
霄
壤
之
別
�
足
以
塞
囂
囂
者
之
口
�
且
援
引
博
洽
�
議
論
明
暢
�
洵
屬
有
功
斯
道
�
　
　
�
中
正
の
論
�
不
偏
不
倚
�
出
奴
入
主
の
者
と
�
霄
壤
の
別
有
り
�
以
て
囂
囂
た
る
者
の
口
を
塞
ぐ
に
足
る
�
且
つ
援
引
博
洽
�
議
論
明
暢
�
洵
に
斯
道
に
功
有
る
に
属
す
��
　
　
�
出
奴
入
主
�
は
�
韓
愈
の
�
原
道
�
に
�
其
の
道
徳
仁
義
を
言
ふ
者
は
�
楊
に
入
ら
ざ
れ
ば
則
ち
墨
に
入
り
�
老
に
入
ら
ざ
れ
ば
則
ち
仏
に
入
る
�
彼
に
入
る
者
は
必
ず
此
を
出
づ
�
入
る
者
は
之
を
主
と
し
�
出
づ
る
者
は
之
を
奴
と
す
�
と
あ
る
の
に
基
づ
く
�
ひ
と
つ
の
学
説
や
見
解
を
頑
な
に
守
る
こ
と
�
　
ち
な
み
に
�
明
治
期
に
お
け
る
孔
子
研
究
を
代
表
す
る
学
術
書
と
し
て
�
哲
学
科
を
出
た
蟹
江
義
丸
�
一
八
七
二
�
一
九
〇
四
�
の
�
孔
子
研
究
�
が
あ
り
�
明
治
三
十
七
年
�
一
九
〇
四
�
に
金
港
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
が
�
そ
こ
に
同
期
卒
業
の
赤
沼
の
著
書
も
挙
げ
て
あ
る
�
小
柳
司
気
太
�
鐘
録
�
　
　
南
豫
威
俑
性
峭
岸　
　
南
豫
の
威
卿　
性
峭
岸
　
　
卓
然
常
爲
白
眼
看　
　
卓
然
と
し
て
常
に
白
眼
の
看
を
為
す
　
　
咄
々
書
字
睨
大
空　
　
咄
々
字
を
書
し
て
大
空
を
睨
み
　
　
意
氣
慷
挂
斗
牛
貫　
　
意
気
慷
慨　
斗
牛
貫
く
　
　
聹
絆
脱
來
未
數
旬　
　
聹
絆
脱
し
来
�
て
未
だ
数
旬
な
ら
ず
し
て
　
　
鵬
翼
直
欲
覆
天
半　
　
鵬
翼
直ただ
ち
に
天
半
を
覆
は
ん
と
欲
す
　
　
何
圖
一
朝
玉
樹
摧　
　
何
ぞ
図
ら
ん
一
朝
に
し
て
玉
樹
摧
か
れ
　
　
空
裁
錦
繍
詫
憤
蒄　
　
空
し
く
錦
繍
を
裁
ち
て
憤
蒄
を
詫つ
ぐ
る
を
　
　
猶
記
當
年
西
湖
會　
　
猶
ほ
記
す
当
年
西
湖
の
会
　
　
滿
身
奇
氣
翰
兩
眉　
　
満
身
の
奇
気　
両
眉
に
翰あふ
る
る
を
　
　
寒
夜
青
燈
澆
磊
塊　
　
寒
夜
青
燈　
磊
塊
を
澆そそ
ぎ
　
　
藻
思
傾
盡
筆
如
馳　
　
藻
思
傾
け
尽
く
し
て
筆
馳
す
る
が
如
し
　
　
少
陵
沈
鬱
濺
花
涙　
　
少
陵
の
沈
鬱　
花
に
濺そそ
ぐ
涙
　
　
太
白
飄
逸
把
杯
姿　
　
太
白
の
飄
逸　
杯
を
把と
る
姿
　
　
別
有
氷
刄
罌
筐
底　
　
別
に
氷
刃
の
筐
底
に
蔵
す
る
有
り
　
　
醉
中
一
振
短
髪
披　
　
酔
中
一
た
び
振
へ
ば
短
髪
披ひら
く
　
　
可
哀
半
生
空
鬱
勃　
　
哀
れ
む
可
し
半
生
空
し
く
鬱
勃
　
　
千
里
天
涯
葬
奇
骨　
　
千
里
天
涯　
奇
骨
を
葬
む
る
　
　
遺
編
閲
來
暗
銷
魂　
　
遺
編
閲
し
来
た
り
て
暗
ひ
そ
か
に
魂
を
銷
す
　
　
掩
巻
先
拭
双
涙
痕　
　
巻
を
掩
ひ
て
先
づ
拭
ふ
双
涙
の
痕
　
　
　
※
岩
波
文
庫
本
は
誤
�
て
�
酔
�
字
を
�
砕
�
に
�
ま
た
�
編
�
字
を
�
郷
�
に
作
る
�
　
こ
こ
に
示
し
た
の
は
�
柳
々
子
小
柳
司
気
太
�
一
八
七
〇
�
一
九
四
〇
�
の
�
中
野
威
卿
を
弔
す
�
詩
��
逍
遙
遺
稿
�
外
編
�
雑
録
所
収
�
で
あ
る
�
田
岡
嶺
雲
と
と
も
に
文
科
大
学
漢
学
科
の
選
科
に
学
ん
だ
小
柳
司
気
太
は
�
三
歳
年
上
の
中
野
逍
遙
と
は
同
期
で
彼
の
歿
後
�
逍
遙
遺
稿
�
編
集
に
中
心
と
な
�
て
尽
力
し
た
一
人
で
も
あ
�
た
�
詩
中
に
見
え
る
�
西
湖
の
会
�
は
�
お
そ
ら
く
上
野
不
忍
池
畔
の
長
性
亭
あ
た
り
で
開
か
れ
た
田
岡
嶺
雲
を
始
め
と
す
る
�
夜
鬼
窟
�
同
人
の
集
ま
り
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
�
そ
し
て
こ
の
弔
詩
の
後
に
�
酒
を
飲
む
と
ふ
だ
ん
と
は
う
�
て
変
わ
�
て
節
を
撃
ち
朗
々
と
杜
詩
を
誦
す
る
逍
遙
の
姿
を
伝
え
て
い
る
�
　
当
時
の
�
酔
ふ
と
�
詩
吟
剣
舞
す
る
気
鋭
の
漢
学
生
�
か
ら
時
を
経
て
�
謹
厚
な
る
老
先
生
��
笹
川
臨
風
�
明
治
還
魂
紙
��
と
な
�
た
小
柳
司
気
太
は
�
昭
和
十
五
年
�
一
九
四
〇
�
に
一
年
遅
れ
で
開
か
れ
た
古
希
祝
賀
の
宴
で
�
か
つ
て
学
ん
だ
漢
学
科
の
教
授
た
ち
や
十
五
の
歳
か
ら
上
京
す
る
ま
で
教
え
を
受
『逍遙遺稿』札記
一
九
け
た
郷
里
の
私
塾
長
善
館
の
第
二
代
館
長
鈴
木
蔟
軒
に
つ
い
て
�
そ
の
師
恩
を
記
し
た
�
暑
鐘
録
�
を
列
席
者
に
配
り
�
自
ら
の
今
日
あ
る
の
を
謝
し
た
�
そ
の
な
か
に
島
田
篁
村
・
竹
添
井
井
・
重
野
成
斎
・
星
野
豊
城
ら
と
い
�
た
教
授
陣
に
並
ん
で
張
袖
海
の
名
が
見
え
て
い
る
�
こ
れ
は
昭
和
十
七
年
刊
の
森
北
書
店
版
�
東
洋
思
想
の
研
究
�
に
も
附
載
さ
れ
た
�
　
ち
な
み
に
��
暑
鐘
�
の
語
は
��
説
苑
�
巻
十
一
�
善
説
に
�
子
路
曰
く
�
天
下
の
鳴
鐘
を
建
て
�
之
を
撞つ
く
に
暑くき
を
以
て
せ
ば
�
豈
に
能
く
其
の
声
を
発
せ
ん
や
�
君
の
先
生
に
問
へ
る
�
乃
ち
猶
ほ
暑
を
以
て
鐘
を
撞
く
が
ご
と
き
無
か
ら
ん
や
��
東
方
朔
の
�
客
の
難
ず
る
に
答
ふ
�
に
�
語
に
曰
く
�
管
を
以
て
天
を
窺
ひ
�
蠡
ひ
さ
ご
を
以
て
海
を
測
り
�
暑
を
以
て
鐘
を
撞
か
ば
�
豈
に
能
く
其
の
条
貫
に
通
じ
�
其
の
文
理
を
考
し
�
其
の
音
声
を
発
せ
ん
や
���
漢
書
�
東
方
朔
伝
��
文
選
�
巻
四
十
五
�
と
い
う
の
に
拠
り
�
せ
�
か
く
当
代
の
碩
学
鴻
儒
に
就
い
て
教
え
を
受
け
て
も
己
が
浅
才
非
力
ゆ
え
多
く
を
学
び
得
な
か
�
た
と
す
る
謙
遜
の
意
を
込
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
�
　
　
　
張
袖
海
先
生
　
　
曰
白
話
�
曰
時
文
�
卑
者
通
于
急
就
凡
將
�
高
者
汎
濫
於
宋
詞
元
曲
�
支
那
語
學
之
盛
�
莫
甚
今
日
�
大
學
亦
夙
有
見
於
此
�
當
時
既
聘
先
生
�
令
主
之
講
席
�
初
課
以
亞
細
亞
言
語
集
�
稍
進
至
西
廂
言已
桃
花
扇
等
而
止
�
然
學
生
未
及
知
其
必
要
�
作
輟
靡
常
�
十
寒
一
暴
�
先
生
亦
不
巧
教
術
�
講
席
輙
從
容
吹
煙
�
頽
唐
自
放
耳
�
副
嶋
蒼
海
詩
集
�
収
贈
于
先
生
詩
數
首
�
其
一
曰
�
人
間
只
看
白
頭
翁
�
天
覆
蒼
茫
雨
又
風
�
暫
趨
上
賓
號
白
日
�
聊
將
意
氣
掃
長
虹
�
百
年
抱
負
孤
身
裡
�
無
限
神
情
一
盞
中
�
話
到
荊
州
相
見
日
�
如
今
公
亦
嘆
飄
琺
�
先
生
其
隠
于
象
胥
者
歟
�
　
　
�
白
話
と
曰
ひ
�
時
文
と
曰
ふ
�
卑ひく
き
者
は
急
就
・
凡
将
に
通
じ
�
高
き
者
は
宋
詞
・
元
曲
に
汎
濫
す
�
支
那
語
学
の
盛
な
る
�
今
日
よ
り
甚
し
き
は
莫
し
�
大
学
も
亦
た
夙つと
に
此ここ
に
見
有
り
�
当
時
既
に
先
生
を
聘
し
�
之
が
講
席
を
主
ら
し
む
�
初
め
課
す
る
に
亜
細
亜
言
語
集
を
以
て
し
�
稍や
や
進
ん
で
西
廂
記
・
桃
花
扇
等
に
至
�
て
止や
む
�
然
れ
ど
も
学
生
未
だ
其
の
必
要
を
知
る
に
及
ば
ず
�
作
輟
常つね
靡な
く
�
十
寒
一
暴
す
�
先
生
も
亦
た
教
術
に
巧
み
な
ら
ず
�
講
席
輙
す
な
は
ち
従
容
と
し
て
煙
を
吹
き
�
頽
唐
自
放
す
る
の
み
�
副
島
蒼
海
詩
集
に
�
先
生
に
贈
る
詩
数
首
を
収
む
�
其
一
に
曰
く
�
人
間
只
だ
看
る
白
頭
翁
�
天
覆
蒼
茫
雨
又
た
風
�
暫
く
上
賓
に
檄
し
て
白
日
に
号
し
�
聊
か
意
気
を
将もつ
て
長
虹
を
掃
ふ
�
百
年
の
抱
負
孤
身
の
裡
�
無
限
の
神
情
一
盞
の
中
�
話
は
到
る
荊
州
相
見
ゆ
る
日
�
如
今
公
も
亦
た
飄
蓬
を
嘆
ず
�
と
�
先
生
は
其
れ
象
胥
に
隠
る
る
者
か
��
�
急
就
��
凡
将
�
は
�
初
級
用
の
テ
キ
ス
ト
を
い
う
��
亜
細
亜
言
語
集
�
は
�
広
部
精
の
編
纂
に
よ
る
明
治
十
二
�三
年
刊
の
中
国
語
教
科
書
��
作
輟
靡
常
�
は
�
や
�
た
り
や
ら
な
か
�
た
り
で
�
継
続
性
が
な
い
こ
と
��
十
寒
一
暴
�
は
��
孟
子
�
告
子
篇
上
の
�
天
下
に
生
じ
易
き
物
有
り
と
雖
も
�
一
日
之
を
暴あた
た
め
�
十
日
之
を
寒
せ
ば
�
未
だ
能
く
生
ず
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
�
に
基
づ
く
表
現
�
全
く
効
果
が
挙
が
ら
ぬ
こ
と
を
い
う
��
象
胥
�
は
��
周
礼
�
秋
官
に
見
え
る
官
名
で
�
通
弁
�
通
訳
の
こ
と
�
明
治
十
四
年
五
月
七
日
発
行
の
�
興
亜
会
報
告
�
第
十
六
集
の
和
文
雑
報
欄
に
載
�
た
興
亜
会
の
第
二
代
会
長
伊
達
宗
城
に
よ
る
�
一
週
年
會
ノ
祝
文
�
に
は
�
支
那
語
学
校
の
順
調
な
発
展
経
過
を
報
じ
�
教
員
の
勉
励
ぶ
り
を
述
べ
て
��
就
中
張
教
師
ノ
如
キ
ハ
�
人
ニ
誨
テ
倦
マ
ス
�
未
ダ
曾
ツ
テ
一
日
モ
放
逸
セ
シ
メ
ズ
�
是
レ
實
ニ
興
亞
至
要
ノ
舟
車
タ
リ
�
と
称
え
ら
れ
て
お
り
�
草
創
期
の
こ
と
ゆ
え
�
す
べ
て
の
事
が
不
整
頓
で
�
教
授
法
な
ど
全
く
無
関
心
で
あ
つ
た
�
に
し
ろ
��
只
暗
誦
だ
け
は
厳
重
に
や
ら
せ
ら
れ
�
た
と
い
う
生
徒
の
一
人
宮
島
大
八
は
��
こ
の
や
り
方
の
お
か
げ
で
�
語
學
に
も
文
學
の
根
底
に
も
な
つ
た
と
思
ふ
�
こ
れ
は
實
に
興
亞
學
校
に
入
つ
た
お
か
げ
だ
と
お
も
ふ
�
こ
の
恩
義
は
忘
れ
ら
れ
な
い
�
こ
の
興
亞
學
校
ほ
ど
思
ひ
出
深
き
處
は
な
い
�
と
回
想
し
て
い
る
��
詠
帰
舎
閑
話
��
二　宮　俊　博
二
〇
中
国
文
学
研
究
会
編
輯
�
中
国
文
学
�
第
八
十
三
号
�
昭
和
十
七
年
五
月
��
こ
れ
は
ひ
と
え
に
興
亜
会
の
支
那
語
学
校
で
は
教
え
る
側
も
学
ぶ
側
も
使
命
感
に
燃
え
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
�
だ
が
�
帝
国
大
学
で
は
状
況
が
一
転
し
て
�
学
生
は
中
国
語
の
必
要
性
を
充
分
に
認
識
し
て
い
な
い
た
め
か
身
を
入
れ
て
講
義
に
臨
も
う
と
せ
ず
�
先
生
も
教
え
る
の
が
へ
た
で
巧
く
ゆ
か
ず
�
教
壇
で
悠
然
と
煙
草
を
く
ゆ
ら
せ
る
あ
り
さ
ま
�
傍
目
に
は
意
気
揚
が
ら
ず
投
げ
や
り
で
�
い
い
か
げ
ん
と
も
思
え
る
よ
う
な
教
授
ぶ
り
で
あ
�
た
ら
し
い
�
と
は
い
え
�
よ
し
ん
ば
そ
う
い
う
心
も
と
な
い
教
師
で
あ
�
た
と
し
て
も
�
そ
の
姿
に
只
者
で
は
な
い
雰
囲
気
を
鋭
敏
に
感
じ
と
�
た
者
が
い
た
の
で
あ
る
�
中
野
逍
遙
や
田
岡
嶺
雲
�
小
柳
司
気
太
は
そ
う
し
た
学
生
の
一
人
で
あ
�
た
�
そ
し
て
小
柳
の
場
合
�
お
そ
ら
く
は
後
年
に
蒼
海
の
詩
を
目
に
し
て
�
そ
の
当
時
の
清
国
人
教
師
の
心
事
の
ほ
ど
を
推
察
し
た
の
で
あ
ろ
う
�
こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
副
島
種
臣
の
詩
は
��
張
先
生
と
同
じ
く
飲
む
�
と
題
す
る
作
で
��
全
集
�
巻
四
及
び
�
詩
選
�
巻
五
に
見
え
�
そ
れ
に
は
�
看
�
字
を
�
著
�
に
作
る
�
　
と
こ
ろ
で
�
先
に
挙
げ
た
�
中
野
威
卿
を
弔
す
�
詩
に
は
�
羈
絆
脱
し
来
�
て
未
だ
数
旬
な
ら
ず
し
て
�
鵬
翼
直
ち
に
天
半
を
覆
は
ん
と
欲
す
�
の
句
が
見
え
て
い
た
が
�
こ
れ
は
ひ
と
り
逍
遙
の
み
な
ら
ず
�
明
治
二
十
七
年
七
月
大
学
を
出
た
後
�
そ
の
歳
の
十
一
月
三
日
に
�
東
亜
説
林
�
を
創
刊
し
�
新
た
な
東
洋
学
樹
立
の
た
め
に
大
い
に
気
を
吐
か
ん
と
し
た
小
柳
司
気
太
自
身
を
含
む
�
夜
鬼
窟
�
同
人
の
こ
と
を
指
し
て
言
�
た
の
に
違
い
な
い
�
逍
遙
は
志
半
ば
に
し
て
斃
れ
た
が
�
同
人
た
ち
は
翌
年
四
月
に
東
亜
学
院
を
創
設
す
る
に
至
�
た
�
資
金
難
の
た
め
わ
ず
か
半
年
あ
ま
り
で
潰
え
た
も
の
の
�
そ
れ
は
�
経
学
子
類
�
を
以
て
す
る
支
那
哲
学
�
詩
文
戯
曲
小
説
�
を
以
て
す
る
支
那
文
学
�
�
政
史
法
制
�
を
以
て
す
る
東
洋
史
を
科
学
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
�
本
科
・
漢
学
別
科
�
各
二
学
年
�
に
朝
鮮
支
那
語
専
修
科
�
一
学
年
�
を
設
け
た
本
格
的
な
も
の
で
�
本
邦
及
び
西
欧
学
術
�
に
も
目
配
り
し
た
画
期
的
な
試
み
で
あ
�
た
�
評
議
員
に
副
島
種
臣
・
谷
干
城
や
加
藤
弘
之
・
島
田
重
礼
・
重
野
安
繹
ら
を
擁
し
�
講
師
と
し
て
�
夜
鬼
窟
�
同
人
の
田
岡
嶺
雲
・
小
柳
司
気
太
・
藤
田
豊
八
・
宮
本
正
貫
・
西
谷
虎
二
は
も
と
よ
り
�
二
十
三
年
に
哲
学
科
を
出
た
服
部
宇
之
吉
そ
れ
に
当
時
ま
だ
文
科
大
学
の
学
生
で
あ
�
た
狩
野
直
喜
・
桑
原
隲
蔵
や
不
破
信
一
郎
ら
が
名
を
列
ね
る
ほ
か
�
さ
ら
に
岩
渓
裳
川
・
大
江
敬
香
と
い
�
た
在
野
の
漢
詩
人
が
迎
え
ら
れ
て
お
り
�
張
滋
墓
の
名
も
見
え
る
�
明
治
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日
刊
�
精
美
�
第
四
十
四
号
掲
載
�
東
亞
學
院
設
立
趣
旨
�
に
拠
る
��
　
な
お
�
こ
こ
に
紹
介
し
た
�
暑
鐘
録
�
の
こ
と
は
�
村
山
吉
廣
氏
か
ら
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
�
そ
の
村
山
氏
の
監
修
で
�
近
世
之
醇
儒　
小
柳
司
氣
太
�
�
小
柳
司
氣
太
博
士
顕
彰
記
念
誌
編
集
委
員
会
�
一
九
九
九
年
�
が
故
郷
の
新
潟
県
中
之
口
村
か
ら
刊
行
さ
れ
て
お
り
�
そ
の
第
二
章
第
三
節
�
東
京
帝
国
大
学
選
科
時
代
�
に
は
��
逍
遙
遺
稿
�
に
つ
い
て
�
の
項
が
立
て
ら
れ
�
先
に
示
し
た
�
中
野
威
卿
を
弔
ふ
�
詩
が
岩
波
文
庫
本
に
基
づ
い
て
書
き
下
し
と
と
も
に
挙
げ
て
あ
る
�
ま
た
村
山
氏
の
�
漢
学
者
は
い
か
に
生
き
た
か
�
�
近
代
日
本
と
漢
学
�
�
��
大
修
館
�
一
九
九
九
年
�
に
も
小
柳
司
気
太
に
つ
い
て
の
一
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
�
二
代
目
琳
琅
閣
主
人
の
回
想
　
昭
和
九
年
�
一
九
三
四
��
訪
書
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
反
町
茂
雄
編
�
紙
魚
の
昔
が
た
り
�
に
収
め
ら
れ
た
琳
琅
閣
第
二
代
斎
藤
兼
蔵
の
思
い
出
話
�
初
代
琳
琅
閣
主
人
と
そ
の
周
辺
�
に
�
揚
守
敬
に
つ
い
て
語
�
て
い
る
な
か
で
張
滋
墓
の
名
が
出
て
く
る
�
今
�
平
成
二
年
�
一
九
九
二
�
に
出
た
八
木
書
店
版
の
�
紙
魚
の
昔
が
た
り
明
治
大
正
篇
�
か
ら
�
そ
の
箇
所
を
引
く
と
�
　
　
�
�
ま
た
張
滋
舫
�
マ
マ
�と
い
う
大
学
へ
教
授
に
来
て
い
た
人
が
よ
く
来
ま
し
『逍遙遺稿』札記
二
一
た
�
ち
�
う
ど
日
清
戦
争
時
分
に
日
本
に
居
ら
れ
た
の
で
�
敵てき
が
い
し
ん
愾
心
と
い
う
の
か
�
日
本
の
人
が
乱
暴
を
し
た
り
�
石
を
ぶ
つ
け
た
り
し
て
困
る
�
と
言
�
て
お
ら
れ
ま
し
た
�
こ
の
人
も
大
学
を
や
め
て
困
�
て
お
ら
れ
た
の
で
�
遂
に
国
へ
帰
ら
れ
ま
し
た
�
帰
る
間
際
に
�
佐
伯
文
庫
に
在
�
た
大
観
帖
を
売
り
ま
し
た
が
�
大
変
に
喜
ん
で
�
支
那
へ
帰
�
て
売
れ
ば
帰
り
の
旅
行
費
が
充
分
に
出
る
�
と
言
�
て
買
�
て
帰
り
ま
し
た
�
と
あ
る
�
中
風
症
に
か
か
り
大
学
の
雇
い
を
解
か
れ
て
後
の
張
滋
墓
の
窮
乏
ぶ
り
に
つ
い
て
は
�
前
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
に
��
東
京
朝
日
新
聞
�
に
出
た
副
島
種
臣
の
談
話
や
�
日
本
人
�
に
載
�
た
田
岡
嶺
雲
の
�
張
滋
墓
氏
を
懐
ふ
�
と
題
す
る
追
悼
文
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
�
森
川
竹
�
病
起
懐
人
詩
�
　
森
川
竹
稚
�
一
八
六
九
�
一
九
一
七
�
の
�
病
よ
り
起
き
て
人
を
懐
ふ
詩
�
に
つ
い
て
は
�
前
々
回
の
札
記
で
落
合
東
郭
を
�
前
稿
で
張
滋
墓
を
詠
じ
た
作
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
お
い
た
�
竹
稚
が
当
初
こ
の
詩
を
明
治
二
十
三
年
十
二
月
発
行
の
�
鴎
夢
新
誌
�
第
五
十
三
集
に
掲
載
し
た
と
き
に
は
�
す
べ
て
二
十
六
首
あ
り
�
そ
の
後
に
�
張
袖
海
曰
く
�
と
し
て
評
語
が
附
さ
れ
て
い
た
の
が
�
翌
年
四
月
に
上
梓
さ
れ
た
�
得
間
集
�
で
は
評
語
の
類
は
す
べ
て
削
ら
れ
�
詩
の
数
も
三
十
五
首
に
増
や
さ
れ
て
い
る
�
そ
こ
で
�
張
滋
墓
の
評
語
を
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
�
　
　
竹
稚
性
好
苦
吟
�
夏
間
抱
恙
�
幾
瀕
於
危
�
余
菁
然
憂
之
�
頃
已
吉
占
勿
藥
�
懐
人
詩
過
訪
�
讀
之
風
華
掩
映
�
才
氣
横
溢
�
知
與
此
道
結
契
甚
深
�
竟
有
不
能
須
臾
離
之
勢
�
然
當
自
重
�
愼
勿
效
長
吉
嘔
心
也
�
　
　
�
竹
稚
�
性
苦
吟
を
好
む
�
夏
間
恙
を
抱
き
�
幾ほと
ん
ど
危
に
瀕
す
�
余
菁
然
と
し
て
之
を
憂
ふ
�
頃
ち
か
ご
ろ
已
に
吉
占
し
て
薬
す
る
こ
と
勿な
し
�
人
を
懐
ふ
詩
を
携
え
て
過
訪
せ
ら
る
�
之
を
読
む
に
風
華
掩
映
し
�
才
気
横
溢
す
�
此
の
道
と
結
契
す
る
こ
と
甚
だ
深
く
�
竟つひ
に
須
臾
も
之
を
離
る
能
は
ざ
る
勢
有
る
を
知
る
�
然
れ
ど
も
当まさ
に
自
重
し
て
�
慎
ん
で
長
吉
の
嘔
心
に
效
ふ
こ
と
勿
れ
��
　
　
�
勿
薬
�
は
�
医
薬
の
必
要
が
な
い
こ
と
��
易
経
�
无
妄
に
見
え
る
語
��
菁
然
�
は
�
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
さ
ま
�
心
痛
め
る
こ
と
��
風
華
�
は
�
風
采
才
華
�
�
長
吉
�
は
�
中
唐
・
李
賀
の
字
�
詩
作
に
専
心
し
�
こ
の
子
は
心
を
嘔
き
出
し
て
し
ま
う
ま
で
や
め
な
い
だ
ろ
う
と
母
親
が
嘆
じ
た
と
い
う
�
李
商
隠
�
李
賀
小
伝
���
二
十
七
歳
で
歿
し
た
�
　
ま
た
�
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
�
た
が
�
竹
稚
が
こ
の
詩
を
作
�
た
の
は
�
実
は
先
蹤
に
倣
�
た
も
の
で
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
�
こ
の
こ
と
自
体
は
張
滋
墓
そ
の
人
と
直
接
結
び
つ
く
事
柄
で
は
な
い
に
せ
よ
�
今
述
べ
た
よ
う
に
�
鴎
夢
新
誌
�
で
評
語
を
加
え
て
お
り
�
さ
ら
に
�
得
間
集
�
に
駢
体
の
序
文
を
寄
せ
て
い
て
�
明
治
二
十
四
年
五
月
発
行
�
鴎
夢
新
誌
�
第
五
十
八
集
に
も
掲
載
��
そ
の
意
味
で
は
�
全
く
関
係
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
�
こ
の
こ
と
も
つ
い
で
に
記
し
て
お
き
た
い
�
　
す
な
わ
ち
�
竹
稚
の
�
病
よ
り
起
き
て
人
を
懐
ふ
詩
�
の
序
に
�
　
　
入
夏
臥
病
�
瀕
死
者
再
�
中
間
旬
餘
�
蘂
然
如
夢
�
至
三
匝
月
�
始
能
彊
起
�
不
與
故
人
相
見
者
久
矣
�
小
院
晝
靜
�
相
思
何
堪
�
乃
拂
拭
几
研
�
謾
成
小
詩
三
十
五
首
�
見
者
當
憫
其
勞
而
喜
其
能
不
廢
此
事
耳
�
只
意
到
成
章
�
亦
不
更
次
第
也
�
　
　
�
夏
に
入
り
て
病
に
臥
し
�
死
に
瀕
す
る
者
再
び
な
り
�
中
間
旬
餘
�
蘂
然
と
し
て
夢
の
如
し
�
三
匝そう
月
に
至
り
て
�
始
め
て
能
く
強
ひ
て
起
つ
�
故
人
と
相
見
ざ
る
者
久
し
矣
�
小
院
昼
静
か
に
し
て
�
相
思
何
ぞ
堪
え
ん
�
乃
ち
几
研
を
払
拭
し
て
�
謾みだ
り
に
小
詩
三
十
五
首
を
成
す
�
見
る
者
当まさ
に
其
の
労
を
憫
れ
ん
で
其
の
能
く
此
の
事
を
廃
さ
ざ
る
を
喜
ぶ
べ
き
の
二　宮　俊　博
二
二
み
�
只
だ
意
到
り
て
章
を
成
す
�
亦
た
次
第
を
更
あ
ら
た
め
ざ
る
な
り
��
　
　
　
※�
鴎
夢
新
誌
�
で
は
詩
題
を
�
病
起
懐
人
詩
二
十
六
首
�
と
し
て
お
り
�
文
中
に
�
三
十
五
首
�
の
四
字
が
な
い
�
と
い
う
の
は
�
清
・
郭
頻
伽
�
名
は
倣りん
�
字
は
祥
伯
�
呉
江
の
人
�
一
七
六
七
�
一
八
三
一
�
の
�
病
よ
り
起
き
て
人
を
懐
ふ
詩
三
十
首
并
び
に
序
���
霊
芬
館
詩
三
集
�
巻
一
�
に
�
　
　
臥
病
一
月
�
瀕
死
者
再
�
中
間
旬
餘
�
蘂
然
如
夢
�
時
惟
壽
生
一
來
看
視
�
稱
藥
量
水
者
�
呉
季
子
獨
游
余
弟
丹
叔
而
已
�
虚
堂
偃
息
�
稍
復
似
人
痛
定
思
痛
�
念
幾
與
諸
故
人
不
復
相
見
�
伏
枕
呻
吟
�
顯
顯
在
目
�
又
少
時
始
得
起
坐
�
拂
拭
几
研
�
聊
復
試
筆
�
滴
藥
汁
和
墨
�
一
食
頃
得
絶
句
三
十
首
�
獨
游
丹
叔
取
而
讀
之
�
憫
其
勞
而
喜
其
能
不
廢
此
事
也
�
爲
鈔
録
存
之
�
意
到
即
成
章
�
亦
不
更
次
第
云
�
　
　
�
病
に
臥
す
る
こ
と
一
月
�
死
に
瀕
す
る
者
再
び
な
り
�
中
間
旬
餘
�
蘂
然
と
し
て
夢
の
如
し
�
時
に
惟た
だ
寿
生
�
潘
眉
�
一
た
び
来
り
て
看
視
す
�
薬
を
称はか
り
水
を
量
る
者
�
呉
季
子
独
游
�
呉
陳
��
余
が
弟
丹
叔
�
郭
鳳
�
の
み
�
虚
堂
に
偃
息
し
�
稍
や
復
た
人
の
痛
み
定
ま
�
て
痛
み
を
思
ふ
に
似
た
り
�
幾ほと
ん
ど
諸
故
人
と
復
た
相
見
え
ざ
る
を
念
ふ
�
枕
に
伏
し
て
呻
吟
し
�
顕
顕
と
し
て
目
に
在
り
�
又
た
少
時
始
め
て
起
坐
す
る
を
得
�
几
研
を
払
拭
し
�
聊
か
復
た
筆
を
試
み
�
薬
汁
を
滴
し
て
墨
に
和
し
�
一
食
頃
に
し
て
絶
句
三
十
首
を
得
�
独
游
・
丹
叔
取
り
て
之
を
読
む
�
其
の
労
を
憫
ん
で
其
の
能
く
此
の
事
を
廃
さ
ざ
る
を
喜
ぶ
な
り
�
為
に
鈔
録
し
て
之
を
存
す
�
意
到
り
て
即
ち
章
を
成
す
�
亦
た
次
第
を
更
め
ず
と
云
ふ
��
と
あ
る
の
に
倣
�
て
い
る
こ
と
は
�
紛
れ
も
な
い
�
　
そ
れ
に
�
そ
も
そ
も
�
得
間
集
�
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
も
�
竹
稚
は
そ
の
自
序
の
な
か
で
蘇
子
瞻
�
名
は
軾
�
号
は
東
坡
�
の
�
病
に
因
�
て
閑
を
得
た
る
殊
に
悪
し
か
ら
ず
���
病
中
�
祖
塔
院
に
遊
ぶ
�
詩
�
か
ら
取
�
た
も
の
だ
と
言
う
が
�
こ
れ
も
郭
頻
伽
が
嘉
慶
十
年
�
一
八
〇
五
�
六
月
か
ら
十
月
ま
で
の
作
を
�
得
間
集
�
と
名
づ
け
て
�
　
　
五
月
以
前
�
屡
牽
人
事
�
且
妄
欲
剃
力
於
古
文
辭
�
故
詩
絶
少
�
六
月
臥
病
�
幾
死
者
至
再
�
至
三
匝
月
�
始
能
彊
起
�
看
書
則
目
眩
�
為
文
則
氣
弱
�
未
忘
結
習
�
呻
撕
中
時
有
所
作
�
東
坡
詩
云
�
因
病
得
間
殊
不
惡
�
勞
人
草
草
�
於
此
求
息
�
亦
足
貌
矣
�
　
　
�
五
月
以
前
�
屡
し
ば
人
事
に
牽
か
れ
�
且
つ
妄
り
に
力
を
古
文
辞
に
致
さ
ん
と
欲
す
�
故
に
詩
絶
は
な
は
だ
少
し
�
六
月
病
に
臥
し
�
幾ほと
ん
ど
死
せ
ん
と
す
る
者
再
び
に
至
る
�
三
匝
月
に
至
�
て
�
始
め
て
能
く
強
ひ
て
起
つ
�
書
を
看
れ
ば
則
ち
目
眩
み
�
文
を
為つく
れ
ば
則
ち
気
弱
し
�
未
だ
結
習
を
忘
れ
ず
�
呻
撕
中
時
に
作
る
所
有
り
�
東
坡
の
詩
に
云
ふ
�
病
に
因
�
て
間
を
得
た
る
殊
に
悪
し
か
ら
ず
と
�
労
人
草
草
�
此ここ
に
息
ふ
を
求
む
�
亦
た
岨なげ
く
に
足
れ
り
矣
��
と
記
し
て
い
る
の
が
当
然
な
が
ら
強
く
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
�
郭
頻
伽
の
�
病
よ
り
起
き
て
人
を
懐
ふ
詩
�
も
�
こ
の
�
得
間
集
�
に
収
め
ら
れ
て
い
る
�
な
お
�
先
に
見
え
た
�
痛
み
定
ま
�
て
痛
み
を
思
ふ
�
は
�
韓
愈
の
�
李
粁
に
与
ふ
る
書
�
に
�
今
に
し
て
之
を
思
へ
ば
�
痛
み
定
ま
れ
る
人
の
�
痛
み
に
当
た
る
の
時
を
思
ふ
が
如
し
�
と
見
え
る
の
に
基
づ
く
表
現
�
そ
れ
か
ら
�
こ
こ
に
�
古
文
辞
�
と
い
う
の
は
�
郭
頻
伽
が
�
古
文
辞
類
纂
�
全
七
十
五
巻
を
編
ん
だ
惜
抱
先
生
姚
國
�
字
は
姫
伝
�
桐
城
の
人
�
一
七
三
二
�
一
八
一
五
�
に
師
事
し
て
い
た
関
係
か
ら
で
�
そ
の
長
子
で
三
歳
年
下
の
持
衡
�
一
に
景
衡
�
字
は
根
重
�
と
は
同
じ
く
江
寧
�
南
京
�
の
鍾
山
書
院
に
学
ん
だ
親
し
き
友
で
あ
�
た
�
ま
た
�
労
人
草
草
�
は
�
詩
経
�
小
雅
・
巷
伯
の
�
驕
人
は
好
好
た
り
�
労
人
は
艸
々
た
り
�
を
踏
ま
え
�
労
人
は
�
い
た
づ
き
病
む
者
�
草
草
は
�
憂
苦
の
さ
ま
を
い
う
�
　
も
�
と
も
�
竹
稚
が
摸
し
た
の
は
序
文
ば
か
り
で
な
か
�
た
�
そ
の
序
詩
と
『逍遙遺稿』札記
二
三
も
言
う
べ
き
第
一
首
目
に
�
　
　
一
病
沈
綿
三
月
餘　
　
一
病
沈
綿　
三
月
餘
　
　
起
來
殊
覺
意
蕭
疏　
　
起
き
来
�
て
殊
に
覚
ゆ
意
蕭
疏
た
る
を
　
　
縱
教
吟
骨
孱
如
此　
　
縦たと
ひ
吟
骨
を
し
て
孱よわ
き
こ
と
此かく
の
如
く
な
ら
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
も
　
　
應
有
故
人
能
予　
　
応まさ
に
故
人
の
能
く
予われ
を
記
す
る
有
る
べ
し
　
　
　
※�
鴎
夢
新
誌
�
で
は
�
沈
綿
�
の
二
字
を
�
纏
綿
�
に
作
り
�
ま
た
�
縦
�
字
を
�
假
�
に
作
る
�
と
い
う
の
は
�
そ
の
転
句
を
郭
頻
伽
の
第
一
首
目
�
枕
を
欹
そ
ば
だ
て
て
鰥
鰥
と
し
て
夜
闌
た
け
な
は
に
到
り
�
月
痕
漸
く
淡
く
燭
光
残
す
�
若も
し
病
骨
孱
き
こ
と
此
の
如
く
に
非
ざ
れ
ば
�
那なん
ぞ
識
ら
ん
虚
堂
六
月
寒
き
を
�
と
あ
る
第
三
句
か
ら
換
骨
奪
胎
し
て
用
い
て
い
る
�
　
さ
ら
に
第
二
首
の
森
槐
南
を
詠
じ
た
作
に
於
い
て
�
　
　
詩
壇
認
箇
魯
靈
光　
　
詩
壇　
箇こ
の
魯
霊
光
を
認
む
　
　
度
曲
填
詞
亦
壇
塲　
　
度
曲
填
詞
亦
た
壇
場
　
　
博
得
大
名
天
下
盒　
　
大
名
を
博
し
得
て
天
下
に
逸
あ
ま
ね
く
　
　
猶
言
飲
酒
本
無
量　
　
猶
ほ
言
ふ
飲
酒
本も
と
量
無
し
と
と
い
う
の
は
�
そ
の
前
半
二
句
を
郭
頻
伽
が
浙
西
六
家
の
ひ
と
り
で
�
有
正
味
斎
詩
集
�
の
あ
る
呉
穀
人
�
名
は
錫
麒
�
字
は
聖
徴
�
銭
塘
の
人
�
一
七
四
六
�
一
八
一
八
�
を
詠
じ
て
��
詩
壇
両
淅
魯
霊
光
�
老
い
て
填
詞
を
愛
す
も
亦
た
壇
場
�
と
い
う
の
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
な
ぞ
�
て
い
る
の
で
あ
る
��
魯
霊
光
�
は
�
前
漢
の
時
代
に
景
帝
の
子
�
魯
の
恭
王
が
建
て
た
宮
殿
の
名
で
�
幾
度
も
戦
火
を
免
れ
て
残
�
た
と
い
う
��
文
選
�
巻
十
一
�
後
漢
・
王
延
寿
�
魯
霊
光
殿
の
賦
�
の
序
に
見
え
る
�
そ
こ
か
ら
転
じ
て
年
長
け
た
得
難
い
人
物
を
い
う
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
�
詩
壇
の
耆
宿
重
鎮
に
対
し
て
用
い
る
な
ら
別
だ
が
�
い
か
に
天
分
す
ぐ
れ
詩
の
み
な
ら
ず
填
詞
か
ら
散
曲
に
至
る
ま
で
往
く
と
し
て
可
な
ら
ざ
る
は
な
き
槐
南
と
は
い
え
�
ま
だ
三
十
歳
に
も
な
ら
ぬ
う
ち
か
ら
竹
稚
に
こ
の
よ
う
に
持
ち
上
げ
ら
れ
て
は
�
当
人
も
多
少
は
擽
�
た
く
感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
�
　
そ
れ
は
と
も
か
く
�
竹
稚
の
�
得
間
集
�
に
題
詩
や
題
詞
を
寄
せ
た
十
五
名
に
も
の
ぼ
る
詩
人
た
ち
の
う
ち
�
永
坂
石
薊
�
明
治
二
十
三
年
当
時
四
十
六
歳
�・
佐
藤
六
石
�
二
十
七
歳
�・
野
口
寧
斎
�
二
十
四
歳
�
そ
れ
に
森
槐
南
�
二
十
八
歳
�
の
四
人
は
�
さ
す
が
に
郭
頻
伽
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
�
そ
の
作
を
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
て
お
く
�
こ
の
う
ち
寧
斎
の
詩
以
外
は
�
神
田
博
士
の
前
掲
書
�
七
十
七　
竹
稚
の
�
得
間
集
�
一
�
及
び
�
七
十
八　
竹
稚
の
�
得
間
集
�
二
�
に
挙
げ
ら
れ
て
い
て
�
先
に
言
及
し
た
張
滋
墓
の
序
も
�
そ
の
な
か
に
引
か
れ
て
い
る
�
　
　
　
題
詩
三
首
其
二　
　
　
　
石
薊
永
坂
周
　
　
眉
白
郭
萌
才
絶
倫　
　
眉
白
の
郭
郎　
才
絶
倫
　
　
也
曾
病
起
賦
懷
人　
　
也ま
た
曾
て
病
よ
り
起
き
人
を
懐
ふ
を
賦
す
　
　
詩
家
自
古
嘔
心
慣　
　
詩
家
古
へ
自よ
り
心
を
嘔は
く
こ
と
慣
れ
　
　
嘔
盡
舊
心
思
更
新　
　
旧
心
を
嘔
き
尽
し
て
思
ひ
更
に
新
た
な
り
　
　
�
眉
白
�
の
語
�
郭
頻
伽
は
片
方
の
眉
が
白
く
�
そ
の
た
め
�
郭
白
眉
�
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
�
霊
芬
館
詩
二
集
に
附
さ
れ
た
呉
錫
麒
の
序
に
�
痩
身
玉
立
し
て
一
眉
瑩
然
た
り
�
故
に
人
皆みな
白
眉
を
以
て
之
を
称
す
�
遂
に
并
せ
て
其
の
詩
も
亦
た
称
し
て
郭
白
眉
詩
と
為
す
と
云
ふ
�
と
��
嘔
心
�
は
�
李
長
吉
の
故
事
�
　
　
　
題
詩
三
首
其
三　
　
　
　
六
石
佐
藤
寛
　
　
臥
看
翫
翫
藥
煙
幽　
　
臥
し
て
看
る
翫
翫
と
し
て
薬
煙
幽
な
る
を
　
　
詩
句
偶
然
來
枕
頭　
　
詩
句
偶
然
枕
頭
に
来
た
る
　
　
院
小
無
風
花
氣
澹　
　
院
小
に
し
て
風
無
く
花
気
澹
な
り
　
　
簾
空
於
水
月
痕
流　
　
簾
水
に
空
し
く
し
て
月
痕
流
る
二　宮　俊　博
二
四
　
　
瓣
香
應
祭
靈
芬
館　
　
瓣
香
応まさ
に
祭
る
べ
し
霊
芬
館
　
　
低
首
偏
欽
湖
海
樓　
　
低
首
偏ひと
へ
に
欽
す
湖
海
楼
　
　
自
是
洛
陽
高
紙
價　
　
自
ら
是
れ
洛
陽
紙
価
を
高
く
し
　
　
新
篇
竟
合
百
年
留　
　
新
篇
竟つひ
に
合まさ
に
百
年
留
む
べ
し
　
　
�
瓣
香
�
は
�
敬
仰
の
意
��
湖
海
楼
�
は
�
清
・
陳
維
某
�
字
は
其
年
�
号
は
迦
陵
�
宜
興
の
人
�
一
六
二
五
�
一
六
八
二
�
の
こ
と
�
竹
稚
が
愛
好
し
た
詞
人
で
��
鴎
夢
新
誌
�
第
五
十
六
集
�
二
十
四
年
三
月
�
に
は
竹
稚
の
�
湖
海
楼
詞
集
の
後
に
書
す
�
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
�
※
こ
の
詩
は
�
昭
和
四
年
刊
の
�
六
石
山
房
詩
文
鈔
��
巻
四
�
に
も
収
む
�
　
　
　
題
詩
七
首
其
四　
　
　
　
寧
斎
野
口
弌
　
　
別
有
靈
芬
館　
　
　
　
別
に
霊
芬
館
有
り
　
　
病
來
才
未
孱　
　
　
　
病
来　
才
未
だ
孱
か
ら
ず
　
　
若
使
性
情
同　
　
　
　
若
し
性
情
を
し
て
同
じ
か
ら
し
め
ば
　
　
貌
似
任
等
間　
　
　
　
貌
似
た
る
は
等
閑
に
任
す
　
　
懷
人
妙
絶
句　
　
　
　
人
を
懐
ふ
妙
絶
句
　
　
偶
然
看
一
斑　
　
　
　
偶
然　
一
斑
を
看
る
　
　
�
任
等
閑
�
は
�
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
の
意
�
※
�
同
�
字
��
鴎
夢
新
誌
�
第
五
十
六
集
で
は
�
近
�
に
作
る
�
　
　
　
題
詞　
沁
園
春　
　
　
　
槐
南
森
大
来
　
　
病
是
厭
厭　
　
　
　
　
病
は
是
れ
厭
厭
た
る
も
　
　
也
算
人
生　
　
　
　
　
也ま
た
人
生
に
算
す
　
　
此
際
最
間　
　
　
　
　
此
の
際　
最
も
閑
な
り
　
　
便
間
中
樂
趣　
　
　
　
便
す
な
は
ち
閑
中
の
楽
趣
は
　
　
金
尊
檀
版　
　
　
　
　
金
尊
に
檀
版
　
　
病
中
詩
夢　
　
　
　
　
病
中
の
詩
夢
は
　
　
紅
粉
青
山　
　
　
　
　
紅
粉
か
青
山
か
　
　
春
鳥
園
林　
　
　
　
　
春
鳥
の
園
林
　
　
秋
花
池
館　
　
　
　
　
秋
花
の
池
館
　
　
只
恐
潘
萌
星
鬢
斑　
　
只
だ
恐
る
潘
郎
星
鬢
斑
な
る
を
　
　
流
年
早　
　
　
　
　
　
流
年
早
し
　
　
伴
簾
前
詠
絮　
　
　
　
簾
前
に
伴
し
て
絮
を
詠
ず
る
は
　
　
謝
妹
煙
鬟
�　　
　
　
謝
妹
の
煙
鬟
�
　
　
蠶
眠　
　
　
　
　
　
　
蚕
の
ご
と
眠
り
　
　
又
界
烏
闌　
　
　
　
　
又
た
烏
闌
を
界
す
　
　
問
似
草
新
詞
旛
不
旛　
問
似
す
新
詞
を
草
し
て
刪
す
や
刪
せ
ざ
る
や
　
　
定
小
紅
吹
晝　
　
　
　
定
め
て
小
紅
晝ふえ
を
吹
か
ん
　
　
奴
兒
非
醜　
　
　
　
　
奴
児
醜
に
非
ず
　
　
楊
枝
解
舞　
　
　
　
　
楊
枝
解よ
く
舞
ふ
　
　
菩
薩
何
蠻　
　
　
　
　
菩
薩
何
ぞ
蛮
な
る
　
　
倚
竹
幽
居　
　
　
　
　
竹
に
倚
る
幽
居
　
　
懷
人
妙
句　
　
　
　
　
人
を
懐
ふ
妙
句
　
　
敢
道
頻
伽
吟
骨
孱　
　
敢
へ
て
道い
は
ん
頻
伽
吟
骨
孱
し
と
　
　
佳
人
笑　
　
　
　
　
　
佳
人
笑
ひ
　
　
試
相
思
琴
調　
　
　
　
相
思
を
琴
調
に
試
む
　
　
流
水
潺
湲　
　
　
　
　
流
水
潺
湲
　
　
�
也
算
人
生
�
は
�
こ
れ
も
人
生
の
う
ち
の
意
��
檀
版
�
は
�
拍
子
を
と
る
楽
器
の
名
��
詩
夢
�
は
�
詩
人
の
見
る
夢
��
紅
粉
青
山
�
の
語
�
郭
頻
伽
�
病
起
懐
人
詩
�
其
五
の
許
青
士
�
名
は
乃
済
�
字
は
作
舟
�
を
詠
じ
た
詩
に
�
一
笑
才
を
憐
れ
む
元もと
自よ
り
有
り
�
只
だ
紅
粉
を
除
け
ば
是
れ
青
山
�
と
見
え
る
�
紅
粉
は
�
紅
や
白
粉
�
美
女
を
指
す
��
潘
郎
�
は
�
西
晋
・
潘
岳
の
こ
と
�
美
男
子
で
知
ら
れ
�
三
十
二
歳
で
白
髪
ま
じ
り
に
な
�
た
の
を
嘆
い
た
��
星
鬢
�
は
�
ご
ま
し
お
の
鬢
髪
��
謝
妹
�
は
�
東
晋
・
謝
道
蘊
の
こ
と
�
か
つ
『逍遙遺稿』札記
二
五
て
謝
安
が
�
白
雪
紛
々
何
の
似
る
所
ぞ
�
と
問
う
た
と
こ
ろ
�
甥
の
謝
朗
が
�
塩
を
空
中
に
撒
け
ば
差やや
擬
す
可
し
�
と
言
�
た
の
に
対
し
て
�
姪
の
道
蘊
は
�
未
だ
柳
絮
の
風
に
因
�
て
起
こ
る
に
若し
か
ず
�
と
答
え
た
と
い
う
��
世
説
新
語
�
言
語
篇
��
竹
稚
の
妹
で
詩
を
善
く
し
芝
蘭
と
号
し
た
三
吉
�
美
好
�
の
こ
と
を
か
く
称
す
る
��
煙
鬟
�
は
�
美
し
い
髷
��
烏
闌
�
は
�
烏
糸
欄
�
黒
い
罫
線
��
小
紅
�
は
�
も
と
南
宋
・
范
成
大
の
侍
婢
で
�
後
に
姜
溢
�
白
石
�
に
贈
ら
れ
た
�
姜
溢
の
�
垂
虹
を
過
る
�
詩
に
�
自
ら
新
詞
を
作
り
て
韻
最
も
嬌
�
小
紅
低
唱
し
我
れ
簫
を
吹
く
�
と
��
晝
�
は
�
笛
と
同
じ
��
奴
児
非
醜
��
楊
枝
解
舞
��
菩
薩
何
蛮
�
は
�
そ
れ
ぞ
れ
詞
牌
の
�
醜
奴
児
��
楊
花
舞
��
菩
薩
蛮
�
を
も
じ
�
た
表
現
で
�
竹
稚
の
詞
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
��
佳
人
�
は
�
具
体
的
に
誰
を
指
す
の
か
不
明
だ
が
�
神
田
博
士
の
前
掲
書
�
七
十
六　
竹
稚
の
�
花
影
填
詞
圖
��
に
�
高
野
竹
隠
�
望
湘
人
�
詞
の
�
記
す
贏
桃
年
紀
才
わ
づ
か
に
盛
ん
な
り
�
願
は
く
は
郎
君
の
小
婦
と
作な
ら
ん
�
と
云
う
末
二
句
を
挙
げ
て
��
何
か
本
事
が
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
�
贏
桃
は
�
宋
の
宰
相
寇
準
の
妾
で
あ
つ
た
美
人
の
名
で
あ
る
�
と
言
�
て
お
ら
れ
る
の
と
�
同
じ
女
性
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
��
相
思
�
云
々
�
詞
牌
に
�
琴
調
相
思
引
�
が
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
��
流
水
�
は
�
琴
曲
の
名
�
※
�
鴎
夢
新
誌
�
第
五
十
六
集
で
は
�
楽
趣
�
の
二
字
を
�
楽
事
�
に
�
詩
夢
�
を
�
情
緒
�
に
�
簾
前
�
を
�
詩
成
�
に
作
る
�
ま
た
明
治
四
十
五
年
刊
の
�
槐
南
集
�
�
巻
二
十
八
�
は
�
池
館
�
を
�
亭
槎
�
に
��
只
恐
�
を
�
恐
説
�
に
��
晝
�
を
�
笛
�
に
��
敢
�
を
�
肯
�
に
作
る
�
　
森
川
竹
稚
が
霊
芬
館
詩
を
嗜
読
愛
誦
し
�
他
に
も
そ
の
詩
を
摸
し
た
作
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
�
そ
の
�
聴
秋
仙
館
詩
稿
�
や
�
夢
餘
稿
詞
�
を
刊
行
さ
れ
た
水
原
渭
江
氏
が
�
近
代
日
本
詞
壇
紀
事
���
中
國
文
學
と
日
本
文
學
�
所
収
�
香
港
日
本
學
術
交
流
委
員
会
�
一
九
八
〇
年
�
に
於
い
て
�
鴎
夢
新
誌
�
の
第
一
集
か
ら
第
百
五
十
五
集
に
わ
た
�
て
そ
れ
ぞ
れ
の
梗
概
を
紹
介
さ
れ
た
な
か
で
��
第
六
十
一
集
の
竹
稚
の
夏
日
田
園
雑
興
十
首
�
夏
日
遊
仙
詩
十
首
�
夏
日
閨
中
詞
十
首
と
い
�
た
�
絶
句
三
十
首
は
郭
頻
伽
の
詩
に
擬
し
て
作
�
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
�
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
�
郭
頻
伽
の
も
と
の
詩
は
い
ず
れ
も
�
霊
芬
館
詩
二
集
�
巻
十
�
竿
木
貴
集
に
収
め
ら
れ
て
お
り
�
嘉
慶
九
年
�
一
八
〇
四
�
の
作
で
あ
る
�
　
と
こ
ろ
で
�
竹
稚
の
座
右
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
�
明
治
十
七
年
か
ら
十
八
年
に
か
け
て
東
京
の
擁
書
城
よ
り
刊
行
さ
れ
た
石
印
本
で
あ
る
ま
い
か
�
そ
れ
に
は
初
集
四
巻
二
集
十
巻
三
集
四
巻
ま
で
入
�
て
い
る
が
�
四
集
十
二
巻
や
詩
餘
詩
話
雑
著
の
類
は
含
ま
れ
て
い
な
い
�
こ
れ
よ
り
以
前
す
で
に
森
春
濤
が
明
治
十
一
年
に
刊
行
し
た
袖
珍
本
の
�
清
三
家
絶
句
�
三
巻
�
巌
谷
一
六
�
小
野
湖
山
序
�
に
張
船
山
�
陳
碧
城
と
と
も
に
そ
の
七
絶
百
七
十
四
首
を
収
め
�
同
年
に
出
た
冬
野
中
島
一
男
編
集
�
清
廿
四
家
絶
句
��
川
田
甕
江
序
�
依
田
学
海
跋
�
に
も
丹
羽
花
南
の
撰
に
な
る
郭
頻
伽
詩
二
十
八
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
�
　
な
お
餘
談
な
が
ら
�
清
末
の
光
緒
二
十
九
年
�
一
九
〇
三
��
日
露
戦
争
前
年
の
わ
が
国
に
留
学
し
�
同
三
十
一
年
�
一
九
〇
五
�
に
黄
節
�
一
八
七
三
�
一
九
三
五
�
や
柳
亜
子
�
一
八
八
七
�
一
九
五
八
�
ら
と
と
も
に
�
国
粋
学
報
�
を
創
刊
し
�
宣
統
元
年
�
一
九
〇
九
�
に
南
社
を
興
し
た
陳
去
病
�
字
は
佩
忍
�
号
は
巣
南
�
呉
江
の
人
�
一
八
七
四
�
一
九
三
三
�
が
光
緒
三
十
二
年
四
月
発
行
の
�
国
粋
学
報
�
第
二
年
第
四
号
�
第
十
六
期
�
に
掲
載
し
た
�
五
色
脂
�
の
な
か
に
�
同
郷
の
郭
倣
に
言
及
し
て
�
頻
伽
の
才
名
�
尤
も
江
淮
の
間
に
震
ふ
�
其
の
詩
文
を
霊
芬
館
集
と
曰
ふ
�
今
に
至
�
て
日
本
人
猶
ほ
以
て
宝
貴
と
為
す
�
昔
吾
が
友
野
口
寧
斎
�
嘗
て
是
の
書
と
秋
笳
集
と
を
以
て
請
を
為
す
も
�
余
卒
に
未
だ
以
て
応
ず
る
こ
と
有
ら
ず
�
而
し
て
寧
斎
逝
け
り
矣
�
道
遠
く
し
て
其
の
墓
安いづ
く
に
在
る
か
を
識
ら
ず
�
予
剣
を
掛
け
ん
と
欲
す
と
雖
も
�
何
ぞ
得
可
け
ん
や
�
と
い
う
記
述
�
銭
仲
聯
主
編
�
清
詩
紀
事
�
十
三
�
嘉
慶
朝
巻
�
江
蘇
古
籍
出
版
社
�
一
九
八
九
年
刊
�
に
も
引
く
�
が
見
え
�
明
治
後
期
に
至
�
二　宮　俊　博
二
六
て
も
漢
詩
壇
で
郭
頻
伽
詩
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
�
ち
な
み
に
��
秋
茄
集
�
は
�
清
初
の
呉
兆
騫
�
字
は
漢
槎
�
一
六
三
一
�
一
六
六
四
�
の
集
�
こ
の
人
も
呉
江
の
出
で
あ
る
��
掛
剣
�
は
��
蒙
求
�
に
も
見
え
る
呉
の
季
札
の
故
事
��
史
記
�
呉
太
伯
世
家
�
で
�
生
前
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
�
そ
れ
か
ら
�
服
部
擔
風
を
顧
問
と
し
て
中
京
の
地
で
発
行
さ
れ
た
雅
堂
逵
致
民
�
辻
市
治
郎
�
主
幹
の
漢
詩
雑
誌
�
雅
聲
�
の
第
百
五
十
九
号
�
昭
和
九
年
十
月
�
か
ら
第
二
百
二
号
�
昭
和
十
三
年
五
月
�
に
か
け
て
逵
雅
堂
の
�
郭
頻
伽
の
事
ど
も
�
一
���
二
十
五
�
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
最
後
に
附
け
加
え
て
お
く
�
�
前
稿
訂
正
�
　
拙
稿
��
逍
遙
遺
稿
�
札
記
�
�
シ
ル
レ
ル
と
シ
�
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
こ
と
及
び
張
滋
墓
に
つ
い
て
�
に
は
�
次
の
よ
う
な
誤
字
脱
字
や
衍
字
の
箇
所
が
あ
�
た
の
で
�
茲
に
訂
正
し
て
お
く
�
杉
下
元
明
�
高
橋
良
行
�
原
田
憲
雄
の
各
氏
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
御
指
摘
を
い
た
だ
い
た
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
誤
�　　
　
　
　
　
�
正
�
　
一
一
頁
下
段
九
行　
　
シ
�
�
ペ
ン
ハ
ア
�
�
シ
�
�
ペ
ン
ハ
ウ
ア
�
　
一
三
頁
下
段
五
行　
　
味
ふ
こ
と
な
り
し
が
�
味
ふ
こ
と
と
な
り
し
が
　
二
一
頁
上
段
八
行　
　
北
沢
乾
堂
�
正
誠
�
�
北
沢
乾
堂
�
正
誠
�
四
十
一
歳
�
　
二
六
頁
下
段
二
一
行　
�
蕭
瑟
�は
�畳
韻
の
語
で
�
�
蕭
瑟
�は
�双
声
の
語
で
　
二
七
頁
上
段
七
行　
　
記
し
て
い
る
だ
が
�
記
し
て
い
る
の
だ
が
　
二
八
頁
上
段
十
行　
　
言こと
に
帰
り
な
ん
い
ざ
�
言ここ
に
帰
り
な
ん
い
ざ
　
二
九
頁
上
段
十
九
行　
挂
ね
錢
に
吝
也
�
挂
ね
錢
に
吝
也
　
二
九
頁
下
段
十
二
行　
城
府
を
を
設
け
て
�
城
府
を
設
け
て
　
三
四
頁
上
段
十
八
行　
宮
島
詠
一
郎
�
宮
島
誠
一
郎
 
 
�
二
〇
〇
三
・
九
・
二
七
初
稿
�
 
 
�
二
〇
〇
三
・
一
二
・
一
七
補
筆
�
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